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科　　　目 担当者 単位数 備　　考 科　　　目 担当者 単位数 備　　考

○ ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ整備 山田 1

○ ｼﾞｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ整備 未定 1

○ シャシ整備 菅沼 1 ○ 特殊機構 菅沼 1

○ シャシ電装 坂井 2 ○ 自動車検査 島田 2

○ 自動車性能 古川 1 ○ 燃料電池・電動自動車理論 櫻井 2

○ 自動車電子システム 櫻井 2

○ 自動車法規 菅沼 2

実践ラリー 大橋・舘 1

ﾚｰｼﾝｸﾞｶｰﾄ整備 前田・吉田 1 ※

ﾌｫｰﾐｭﾗ・ﾒｶﾆｽﾞﾑ 大坪・徳升 1

HOW TO MOTORBIKE 未定 1

トライアル入門 島田 1 運転支援システム概論 坂井 2

輸入車のメンテナンス 野尻 1

特殊車輌 大坪 1

電気自動車の整備 下洞 1

ボディー・リペア 菅沼 1

水平対向ｴﾝｼﾞﾝの整備 山田 1

ビジネスデータ分析 長野 2

インターンシップ 山田 1 ※ インターンシップ 山田 1 ※

二輪レース特論 島田 1 ＊ 二輪レース特論 島田 1 ＊

〇 実験実習　ｼﾞｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ 高原 2 〇 実験実習　ｼﾞｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ 高原 2

〇 実験実習　シャシ(２) 島田 2 〇 実験実習　シャシ(２) 島田 2

〇 実験実習　検査 山田 2 〇 実験実習　検査 山田 2

〇 実験実習　計測・ﾌﾛﾝﾄ実務 前田 2 〇 実験実習　計測・ﾌﾛﾝﾄ実務 前田 2

備考 ※：集中・課外授業を含む。 ○　：必修科目

＊：「二輪レース特論」は、全日本選手権（ＭＦＪ主催）又はこれに
    準ずる競技に参戦している者に対して単位認定を行う。

令和７年度　自動車工学科開講表(２年)

前　　　　　　　　期 後　　　　　　　　期

世界ラリー実習
大橋・野尻・

舘
2 ※

自動車用語演習
　　（日本語）

菅沼・島田・
古川・前田・

野尻
1 留学生対象
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

シ ャ シ 電 装 BLRT2-03-DP4 ２ 必修 坂井 歩*4 

 

【到達目標】 

（１）適切な灯火装置と計器の機能について理解する。 

（２）取り扱いに特別な注意を要する装置（エアコン、エアバッグなど）について理解する。 

（３）車両通信システムの概要を理解する。 

 

【学習内容】 

今日の自動車には、数多くの電気装置すなわち電装品が装備されているが、本講義ではシャシ分野に関連した電装品の解説を行う。この中

には、エアコンの冷媒として使用される代替フロンやＳＲＳエアバッグシステムに使用される着火剤および窒素ガス発生剤などが含まれてお

り、自動車整備士には専門的な知識に基づく適切な取り扱いが求められる。 

また、カーナビゲーションシステムやＣＡＮ通信による統合制御など情報通信技術が応用された電装品についても学び、車両通信システム

に関する知見を広める。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 灯火装置の概要とランプの光源 
三級シ p.188 灯火装置の用途と目的および光源の

種類と特徴を確認する 
1.0 3.0 

２ 
ヘッドランプと灯火回路および各種ラン

プの構造・機能 

三級シ pp.189-193 ヘッドランプおよび各種ランプ

の構造・機能と灯火回路を確認する 
1.0 3.0 

３ 
ヒューズの機能および灯火装置の点検整

備 

三級シ pp.193-197 ヒューズの働きとヘッドライト

テスタを確認する 
1.0 3.0 

４ 
計器の概要とスピード・メータおよびエン

ジン・タコメータ 

三級シ pp.198-200 機械式と電気式のスピード・メ

ータおよびエンジン・タコメータを確認する 
1.0 3.0 

５ 各種ゲージおよび整備 
三級シ pp.201-203 水温計・燃料計と油圧警告灯お

よびそれらの整備を確認する 
1.0 3.0 

６ 各種メータとゲージ 
二級シ pp.173-179 ＣＡＮ通信を使用する各種メー

タの構造・機能を確認する 
1.0 3.0 

７ 論理回路と警報装置 
二級シ pp.180-182 論理回路を使用したライト消し

忘れ警報装置を確認する 
1.0 3.0 

８ 
ホーンおよびワイパーとウォッシャの構

造・機能 

三級シ pp.204-209 ホーン・ワイパーとウォッシャ

の構造・機能および整備について確認する 
1.0 3.0 

９ 冷暖房装置と冷凍サイクル 
三級シ pp.210-213 冷暖房の方法および冷媒の作用

と冷凍サイクルについて確認する 
1.0 3.0 

10 エアコンの構造・機能 
二級シ pp.186-195 エアコンに使用される装備品の

構造・機能を確認する 
1.0 3.0 

11 
エアコンの制御および整備と冷媒の取り

扱い 

二級シ pp.196-203 オートエアコンのセンサと制御

および冷媒を取り扱う整備について確認する 
1.0 3.0 

12 
電気装置の配線およびＣＡＮ通信・スキャ

ンツール 

三級シ pp.214-215 二級シ pp.204-209＆183-185 

ＣＡＮ通信とスキャンツールを確認する  
1.0 3.0 

13 
ＳＲＳエアバッグおよびプリテンショナ

シートベルトの構造・機能と取り扱い 

二級シ pp.210-215 自動車の安全とＳＲＳエアバッ

グの構造・機能を確認する 
1.0 3.0 

14 ＳＲＳエアバッグの整備と作動処理 
二級シ pp.217-221 ＳＲＳエアバッグの整備と作動

処理方法を確認する 
1.0 3.0 

15 カーナビゲーションシステムとＩＴＳ 
二級シ pp.215-216 ＧＰＳとカーナビゲーションシ

ステムおよびＩＴＳについて確認する 
1.0 3.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・試験成績（中間５割＆定期５割）を評価の基準とするが、受講姿勢を含めた総合的な判断を行う。ここでいう受講姿勢とは、聴講に集中して

いたか・板書を正しく行っていたか・頭髪服装は本学学生にふさわしいものであったかである。 

 

【教科書・配付資料】 

・二級自動車シャシ 日本自動車整備振興会連合会 

・三級自動車シャシ 日本自動車整備振興会連合会 

 

【参考書】 

・特に指定しない。 

 

【オフィスアワー】 

・火曜日 １６：１０～１７：００ 自動車工学研究センター３階 電子工学研究室 

ただし会議や出張により不在の場合もあり得る 

 

【その他（履修の要件など）】 

・自然の摂理への理解は、電気電子の習得に大いに役立つ。努力して自然科学系の本を読むこと。 

・中間試験は、正答表を後日の講義時に掲示します。 

・定期試験後には、正答表を講義室に掲示します。 
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

シ ャ シ 電 装 BLRT2-03-DP4 ２ 必修 坂井 歩*4 

 

【到達目標】 

（１）適切な灯火装置と計器の機能について理解する。 

（２）取り扱いに特別な注意を要する装置（エアコン、エアバッグなど）について理解する。 

（３）車両通信システムの概要を理解する。 

 

【学習内容】 

今日の自動車には、数多くの電気装置すなわち電装品が装備されているが、本講義ではシャシ分野に関連した電装品の解説を行う。この中

には、エアコンの冷媒として使用される代替フロンやＳＲＳエアバッグシステムに使用される着火剤および窒素ガス発生剤などが含まれてお

り、自動車整備士には専門的な知識に基づく適切な取り扱いが求められる。 

また、カーナビゲーションシステムやＣＡＮ通信による統合制御など情報通信技術が応用された電装品についても学び、車両通信システム

に関する知見を広める。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 灯火装置の概要とランプの光源 
三級シ p.188 灯火装置の用途と目的および光源の

種類と特徴を確認する 
1.0 3.0 

２ 
ヘッドランプと灯火回路および各種ラン

プの構造・機能 

三級シ pp.189-193 ヘッドランプおよび各種ランプ

の構造・機能と灯火回路を確認する 
1.0 3.0 

３ 
ヒューズの機能および灯火装置の点検整

備 

三級シ pp.193-197 ヒューズの働きとヘッドライト

テスタを確認する 
1.0 3.0 

４ 
計器の概要とスピード・メータおよびエン

ジン・タコメータ 

三級シ pp.198-200 機械式と電気式のスピード・メ

ータおよびエンジン・タコメータを確認する 
1.0 3.0 

５ 各種ゲージおよび整備 
三級シ pp.201-203 水温計・燃料計と油圧警告灯お

よびそれらの整備を確認する 
1.0 3.0 

６ 各種メータとゲージ 
二級シ pp.173-179 ＣＡＮ通信を使用する各種メー

タの構造・機能を確認する 
1.0 3.0 

７ 論理回路と警報装置 
二級シ pp.180-182 論理回路を使用したライト消し

忘れ警報装置を確認する 
1.0 3.0 

８ 
ホーンおよびワイパーとウォッシャの構

造・機能 

三級シ pp.204-209 ホーン・ワイパーとウォッシャ

の構造・機能および整備について確認する 
1.0 3.0 

９ 冷暖房装置と冷凍サイクル 
三級シ pp.210-213 冷暖房の方法および冷媒の作用

と冷凍サイクルについて確認する 
1.0 3.0 

10 エアコンの構造・機能 
二級シ pp.186-195 エアコンに使用される装備品の

構造・機能を確認する 
1.0 3.0 

11 
エアコンの制御および整備と冷媒の取り

扱い 

二級シ pp.196-203 オートエアコンのセンサと制御

および冷媒を取り扱う整備について確認する 
1.0 3.0 

12 
電気装置の配線およびＣＡＮ通信・スキャ

ンツール 

三級シ pp.214-215 二級シ pp.204-209＆183-185 

ＣＡＮ通信とスキャンツールを確認する  
1.0 3.0 

13 
ＳＲＳエアバッグおよびプリテンショナ

シートベルトの構造・機能と取り扱い 

二級シ pp.210-215 自動車の安全とＳＲＳエアバッ

グの構造・機能を確認する 
1.0 3.0 

14 ＳＲＳエアバッグの整備と作動処理 
二級シ pp.217-221 ＳＲＳエアバッグの整備と作動

処理方法を確認する 
1.0 3.0 

15 カーナビゲーションシステムとＩＴＳ 
二級シ pp.215-216 ＧＰＳとカーナビゲーションシ

ステムおよびＩＴＳについて確認する 
1.0 3.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・試験成績（中間５割＆定期５割）を評価の基準とするが、受講姿勢を含めた総合的な判断を行う。ここでいう受講姿勢とは、聴講に集中して

いたか・板書を正しく行っていたか・頭髪服装は本学学生にふさわしいものであったかである。 

 

【教科書・配付資料】 

・二級自動車シャシ 日本自動車整備振興会連合会 

・三級自動車シャシ 日本自動車整備振興会連合会 

 

【参考書】 

・特に指定しない。 

 

【オフィスアワー】 

・火曜日 １６：１０～１７：００ 自動車工学研究センター３階 電子工学研究室 

ただし会議や出張により不在の場合もあり得る 

 

【その他（履修の要件など）】 

・自然の摂理への理解は、電気電子の習得に大いに役立つ。努力して自然科学系の本を読むこと。 

・中間試験は、正答表を後日の講義時に掲示します。 

・定期試験後には、正答表を講義室に掲示します。 
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2 年 次

科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

ガソリンエンジン整備 BERP3-02A-DP2 １ 必修 山田 茂樹*1 

 

【到達目標】 

（１）エンジンがコンピュータ(ECU)によりどのように制御されているのか理解する。 

（２）基本的なエンジンの点検、整備、故障探求ができることを目指す。 

（３）自動車整備士の国家試験問題を解ける学力を目指す。 

 

【学習内容】 

ガソリンエンジンでは、高速、高出力など動力性能面の向上や燃費の低減、有害排出ガスの低減による環境保全を実現するため、

コンピュータ(ECU)によるエンジン制御が行われているが、これらのエンジン制御に関する電子制御装置の故障探求は容易ではない。

現在の車両には各センサからの異常を知らせる自己診断機能が装着されているが、故障箇所の絞り込みには、各部品の機械的構造や

電気的動き、コンピュータ(ECU)によりどのように制御されているのか、ハードとソフト両面に対する深い理解が不可欠である。 

本講義では、エンジンの電子制御装置の構造、機能、制御方法並びに自己診断機能に対する有用性などを中心に学んでもらう。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 断線チェックの基礎 
三級自動車ガソリンエンジン p148,p150-p151 電圧計の構造

と電圧による断線チェックを学ぶ 
0.0 2.0 

２ 
サーキットテスタの内部抵抗によ

る測定誤差及び断線チェック 

三級自動車ガソリンエンジン p150，サーキットテスタの内

部抵抗による測定誤差が出る原因の理解と，測定上の注意事

項を学ぶ 

0.0 2.0 

３ 潤滑装置及び冷却装置 
三級自動車ガソリンエンジン p51-p67，二級ガソリン自動車

p43-p50，一年次の内容を更に深めて学ぶ 
0.0 2.0 

４ 吸排気装置及び電子制御装置 

二級ガソリン自動車 p57-p64，p105-p108，ガソリンエンジン

とジーゼルエンジンの出力制御の仕方の違い及びバキュー

ムセンサ等について学ぶ 

0.0 2.0 

５ 電子制御装置 各種センサ 

二級ガソリン自動車 p108-p110，スロットル･ポジション・セ

ンサ，アクセル･ポジション･センサ，Ｏ２センサ，空燃比セ

ンサ等について学ぶ 

0.0 2.0 

６ 電子制御装置 各種センサ 
二級ガソリン自動車 p111-p115，クランク角センサ，温度セ

ンサ，ノック・センサ等について学ぶ 
0.0 2.0 

７ 電子制御装置 燃料噴射装置 
二級ガソリン自動車 p118，インジェクタによる燃料噴射に

ついて学ぶ  
0.0 2.0 

８ 
電子制御装置 ECU による燃料噴

射の制御 

二級ガソリン自動車 p119-p121，ECU による燃料噴射の制御

方法について学ぶ 
0.0 2.0 

９ 
電子制御装置 ECU による燃料噴

射の制御 

二級ガソリン自動車 p121-p123，空燃比フィードバック補正

及びその停止条件，非同期噴射，フューエルカット等につい

て学ぶ  

0.0 2.0 

10 
電子制御装置 アイドル回転速度

制御装置 

二級ガソリン自動車 p123-p128，ISCV の種類と制御方法，始

動時制御，暖機時制御，予測制御等について学ぶ 
0.0 2.0 

11 電子制御装置 点火制御装置 
二級ガソリン自動車 p129-p132，イグナイタの回路，過電流

保護回路の働き，点火時期制御について学ぶ 
0.0 2.0 

12 電子制御装置 点火制御装置 
二級ガソリン自動車 p132-p135，点火時期制御,通電時間制

御，電子式スロットル装置について学ぶ 
0.0 2.0 

13 電子制御装置 故障診断 
三級ガソリン自動車 p128-p129，車載式故障診断装置（OBD），

外部診断器（スキャン･ツール）について学ぶ 
0.0 2.0 

14 電子制御装置 故障診断 
二級ガソリン自動車 p145-p162，エンジンの点検整備，故障

原因探究について学ぶ 
0.0 2.0 

15 バルブ･タイミング 
三級ガソリン自動車 p143-p144，バルブ・タイミングについ

て総復習をする 
0.0 2.0 

 
【成績の評価方法・基準】 
・毎週授業の重点を確認するための課題プリントを配付し、翌週回収します。提出なき場合には減点とします。 
・原則として中間試験結果の 40％と定期試験結果の 60％の合計と受講態度で評価を行います。 
 
【教科書・配付資料】 
・二級ガソリン自動車エンジン編 日本自動車整備振興会連合会 
・三級自動車ガソリン・エンジン 日本自動車整備振興会連合会 
 
【参考書】 
・新版自動車用語辞典  大須賀和美編著  精文館 
 
【オフィスアワー】 
・水曜日 16:15～17:00 1 号館２階第８研究室 
 
【その他（履修の要件など）】 
・課題プリントは、添削して返却します。 

・課題プリントは、中間試験及び定期試験での学習に使用しますので、クリア・ファイル等に保管すること。  
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

ジーゼルエンジン整備 BLRP3-02B-DP2 １ 必修  

 

【到達目標】 

（１）ジーゼル・エンジンの電子制御を理解する。 

（２）ジーゼル・エンジンの故障探求を身につける。 

（３）国家試験に合格できる実力をつける。 

 

【学習内容】 

物流世界での大型ジーゼル・エンジンは欠かすことのできない存在である。ガソリン・エンジンに比べ熱効率に優れ燃費が良く、低出力で

も高トルクを発生する。 

それでも一時期、不評悪評が多かったジーゼル・エンジンだが、現在 CO２排出量の少ないクリーンで環境に優しいエンジンに生まれ変わろ

うとしている。その背景には、高度な電子制御化による燃焼制御及び、排出ガスの高度な処理による技術がある。 

そこで本講義では、１年次に習得したジーゼル・エンジンの構造を元に、電子制御化した各部品の構造を確実に習得し的確な整備作業に結

びつけてもらいたい。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 分配型インジェクション・ポンプ１ 
分配型インジェクション・ポンプの構造・機能（1 年

次の復習） 
0.0 2.0 

２ 分配型インジェクション・ポンプ２ 
分配型インジェクション・ポンプのガバナの作動に

ついて 
0.0 2.0 

３ 
電子制御式分配型インジェクション・ポン

プ 

電子制御式分配型インジェクション・ポンプの構造・

機能及びコントロール・ユニットについて 
0.0 2.0 

４ コモンレール式高圧燃料噴射装置１ コモンレール式高圧燃料噴射装置の概要及び特徴 0.0 2.0 

５ コモンレール式高圧燃料噴射装置２ 構成部品とセンサ 0.0 2.0 

６ コモンレール式高圧燃料噴射装置３ ＥＣＵ制御（噴射率制御）及び整備 0.0 2.0 

７ 
ユニット･インジェクタ式高圧燃料噴射装

置 

ユニット･インジェクタ式高圧燃料噴射装置の構造・

機能及び作動 
0.0 2.0 

８ 吸排気装置 
可変容量式過給装置の構造・機能及びクリーン・ジ

ーゼルにおける排気ガス処理装置 
0.0 2.0 

９ 潤滑・冷却装置 
潤滑装置における油圧制御及び冷却装置における粘

性ファンク・ラッチと電動ファンについて 
0.0 2.0 

10 予熱装置 
インテーク・エア・ヒータとグロー・プラグ式予熱装

置の構造・機能とその回路 
0.0 2.0 

11 燃料及び潤滑剤１ 軽油の特性について 0.0 2.0 

12 燃料及び潤滑剤２ 
エンジン・オイルの性能と分類及びグリースについ

て 
0.0 2.0 

13 エンジン点検整備 
点検整備の概要及びオパシメータの取り扱い・判定

方法について 
0.0 2.0 

14 エンジン点検整備 自己診断システムを活用した点検について 0.0 2.0 

15 故障原因探求 
効率的な診断と故障診断の手順について、及び故障

現象とその原因 
0.0 2.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・全出席が基本。遅刻、居眠りはかなりのマイナス評価。 

・中間試験 50%、定期試験 50%基準とし、授業態度、勉学意欲を総合的に判断します。 

・配付された練習問題を怠ると減点とする。 

 

【教科書・配付資料】 

・三級自動車ジーゼル・エンジン  日本自動車整備振興会連合会 

・二級ジーゼル自動車エンジン編  日本自動車整備振興会連合会 

・授業の際に課題プリントを配付します。 

 

【参考書】 

・必要に応じて紹介する。 

 

【オフィスアワー】 

・火～金曜日 放課後 及び担当授業時間以外 1 号館２階第６研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・1 年次のジーゼル・エンジンの授業を再度確認すること。 

・その日の授業内容における教科書を一読すること。 

・授業終了後に出された練習課題は、必ずその日の内に行うこと。 

・配付された資料は、必ずクリア・ファイル等で保管すること。 

・常に探究心を持ち、積極的に授業に取り組むこと。 

・中間試験については、次の授業時間に答案を返却して解説を行います。 
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

ジーゼルエンジン整備 BLRP3-02B-DP2 １ 必修  

 

【到達目標】 

（１）ジーゼル・エンジンの電子制御を理解する。 

（２）ジーゼル・エンジンの故障探求を身につける。 

（３）国家試験に合格できる実力をつける。 

 

【学習内容】 

物流世界での大型ジーゼル・エンジンは欠かすことのできない存在である。ガソリン・エンジンに比べ熱効率に優れ燃費が良く、低出力で

も高トルクを発生する。 

それでも一時期、不評悪評が多かったジーゼル・エンジンだが、現在 CO２排出量の少ないクリーンで環境に優しいエンジンに生まれ変わろ

うとしている。その背景には、高度な電子制御化による燃焼制御及び、排出ガスの高度な処理による技術がある。 

そこで本講義では、１年次に習得したジーゼル・エンジンの構造を元に、電子制御化した各部品の構造を確実に習得し的確な整備作業に結

びつけてもらいたい。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 分配型インジェクション・ポンプ１ 
分配型インジェクション・ポンプの構造・機能（1 年

次の復習） 
0.0 2.0 

２ 分配型インジェクション・ポンプ２ 
分配型インジェクション・ポンプのガバナの作動に

ついて 
0.0 2.0 

３ 
電子制御式分配型インジェクション・ポン

プ 

電子制御式分配型インジェクション・ポンプの構造・

機能及びコントロール・ユニットについて 
0.0 2.0 

４ コモンレール式高圧燃料噴射装置１ コモンレール式高圧燃料噴射装置の概要及び特徴 0.0 2.0 

５ コモンレール式高圧燃料噴射装置２ 構成部品とセンサ 0.0 2.0 

６ コモンレール式高圧燃料噴射装置３ ＥＣＵ制御（噴射率制御）及び整備 0.0 2.0 

７ 
ユニット･インジェクタ式高圧燃料噴射装

置 

ユニット･インジェクタ式高圧燃料噴射装置の構造・

機能及び作動 
0.0 2.0 

８ 吸排気装置 
可変容量式過給装置の構造・機能及びクリーン・ジ

ーゼルにおける排気ガス処理装置 
0.0 2.0 

９ 潤滑・冷却装置 
潤滑装置における油圧制御及び冷却装置における粘

性ファンク・ラッチと電動ファンについて 
0.0 2.0 

10 予熱装置 
インテーク・エア・ヒータとグロー・プラグ式予熱装

置の構造・機能とその回路 
0.0 2.0 

11 燃料及び潤滑剤１ 軽油の特性について 0.0 2.0 

12 燃料及び潤滑剤２ 
エンジン・オイルの性能と分類及びグリースについ

て 
0.0 2.0 

13 エンジン点検整備 
点検整備の概要及びオパシメータの取り扱い・判定

方法について 
0.0 2.0 

14 エンジン点検整備 自己診断システムを活用した点検について 0.0 2.0 

15 故障原因探求 
効率的な診断と故障診断の手順について、及び故障

現象とその原因 
0.0 2.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・全出席が基本。遅刻、居眠りはかなりのマイナス評価。 

・中間試験 50%、定期試験 50%基準とし、授業態度、勉学意欲を総合的に判断します。 

・配付された練習問題を怠ると減点とする。 

 

【教科書・配付資料】 

・三級自動車ジーゼル・エンジン  日本自動車整備振興会連合会 

・二級ジーゼル自動車エンジン編  日本自動車整備振興会連合会 

・授業の際に課題プリントを配付します。 

 

【参考書】 

・必要に応じて紹介する。 

 

【オフィスアワー】 

・火～金曜日 放課後 及び担当授業時間以外 1 号館２階第６研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・1 年次のジーゼル・エンジンの授業を再度確認すること。 

・その日の授業内容における教科書を一読すること。 

・授業終了後に出された練習課題は、必ずその日の内に行うこと。 

・配付された資料は、必ずクリア・ファイル等で保管すること。 

・常に探究心を持ち、積極的に授業に取り組むこと。 

・中間試験については、次の授業時間に答案を返却して解説を行います。 
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2 年 次

科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

自動車電子システム BLRT2-04-DP4 ２ 必修 櫻井 豊*4 

 

【到達目標】 

（１）交流および周期的信号の特性を理解する。 

（２）電磁現象および静電現象を理解する。 

（３）自動車の各種電気装置を理解する。 

 

【学習内容】 

自動車を取り巻く情勢は、車両姿勢制御装置の装備法制化や電気自動車の本格的な実用化あるいはＡＤＡＳ（先進運転支援システム）搭載

車種の広がりなどクルマそのものに関することと、ＩＴＳ（高度道路交通システム）の導入などの社会基盤に関することが、共に急速な進化

を遂げている。これらは高度な電子システム技術があって初めて実用化されており、現代の自動車整備士には次々と導入される新システムへ

の迅速な対応力が求められている。 

本講義では、電気電子の基礎からスタートし、将来の自動車システムをも視野に入れた学習を行う。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 
流体（液体や気体）の流れと電気とのア

ナロジー 

流体を流す力と電圧、流量と電流、管抵抗と電気

抵抗との対応を確認する 
0.0 4.0 

２ 直流の起電力と電圧計および電流計 
pp.5-8 直流の性質と用語および電圧計と電流計の

測定原理を確認する 
1.0 3.0 

３ オームの法則と合成抵抗 
pp.8-16 直流でのオームの法則と合成抵抗の求め

方を確認する 
1.0 3.0 

４ 直並列回路とキルヒホッフの法則 
pp.16-26 直並列回路の合成とキルヒホッフの法則

を確認する 
1.0 3.0 

５ 
交流の基本性質および最大値・周期・周波

数・角速度 

pp.123-129 交流の基本性質および正弦波の瞬時値

を確認する 
1.0 3.0 

６ 正弦波交流の位相と実効値・平均値 
pp.130-137 正弦波交流の位相の求め方および最大

値と実効値の関係を確認する 
1.0 3.0 

７ 
交流のベクトル表示と電力および電気料

金の算出 

pp.138-140＆152-155 ３つの交流電力の関係およ

び家庭における電気料金の算出方法を確認する 
1.0 3.0 

８ 
コイルとコンデンサのリアクタンスおよ

びインピーダンス 

pp.141-149 各リアクタンスとインピーダンスおよ

び交流でのオームの法則を確認する 
1.0 3.0 

９ 磁気の基本性質および電磁誘導 
pp.55-67 電流の磁気作用およびファラデーの実験

結果により電磁誘導現象を確認する 
1.0 3.0 

10 インダクタンス（コイル）と変圧器 
pp.68-72＆216 インダクタンスの性質からコイル

と変圧器の作用を確認する 
1.0 3.0 

11 フレミングの法則と電磁力 
pp.74-71 レンツの法則および誘導起電力と電磁力

の発生原理を確認する 
1.0 3.0 

12 静電気の基本性質とコンデンサ 
pp.95-98、pp.107-109＆110-116 静電気の性質から

コンデンサの作用を確認する 
1.0 3.0 

13 半導体とＰＮ接合（ダイオード） 
pp.175-183 半導体の性質およびＰＮ接合ダイオー

ドの特性を確認する 
1.0 3.0 

14 
整流回路およびトランジスタの増幅回路

と帰還回路 

p.184＆pp.217-221、pp.185-195 ダイオードによる

整流およびトランジスタ増幅回路を確認する 
1.0 3.0 

15 変調方式と通信および波長・屈折率 
変調方式による通信の特徴、電磁波の波長と周波数

の関係および屈折率を確認する 
0.0 4.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・試験成績（中間５割＆定期５割）を評価の基準とするが、受講姿勢を含めた総合的な判断を行う。ここでいう受講姿勢とは、聴講に集中して

いたか・板書を正しく行っていたか・頭髪服装は本学学生にふさわしいものであったかである。 

 

【教科書・配付資料】 

・メカトロ基礎講座Ⅰプログラム学習による電気・電子 

職業能力開発教材委員会 廣済堂出版 

 

【参考書】 

・二級講習用製図編       日本自動車整備振興会連合会 

・二級ガソリン自動車エンジン編 日本自動車整備振興会連合会 

 

【オフィスアワー】 

・火曜日 １６：１０～１７：００ 自動車工学研究センター３階 電子工学研究室 

ただし会議や出張により不在の場合もあり得る。 

 

【その他（履修の要件など）】 

・自然の摂理への理解は、電気電子の習得に大いに役立つ。努力して自然科学系の本を読むこと。 

・中間試験は、正答表を後日の講義時に掲示します。 

・定期試験後には、正答表を講義室に掲示します。 
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

燃料電池・電動自動車理論 BLRT3-04-DP4 ２ 必修 櫻井 豊*4 

 

【到達目標】 

（１）モータの回転原理と回転数制御手法を理解する。 

（２）各社のハイブリッドシステムの構成と特徴を理解する。 

（３）燃料電池および各社の電気自動車のシステムと特徴を理解する。 

 

【学習内容】 

CO2排出を主要因とする地球規模での気候変動問題により、長らく内燃機関に頼ってきた車の動力の歴史が変わろうとしている。燃料電池車

を含む電気自動車およびハイブリッドカーの内燃機関以外の動力には、主として交流電気モータが使用されている。したがって今後の自動車

整備士には、エンジンと同等にモータに関する知識と整備技術を有することが求められている。 

本講義では、電磁気学を初めとし、モータの種類と特性及び回転数制御と回生ブレーキ、そしてハイブリッドカーを含む電動自動車の将来

までを学ぶ。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 電動車両について 
配付資料 各種電動車両の概要と機能および用語を

確認する 
0.0 4.0 

２ 
ハイブリッドカーと電気自動車および燃

料電池車の市販車 

これまで国内で販売された（購入できた）ハイブリッ

ドカーと電気自動車を確認する 
0.0 4.0 

３ 
ハイブリッドシステムの分類とトヨタの

システム（ＴＨＳ）についてⅠ 

配付資料 pp.1-2 ハイブリッドシステムの分類とＴ

ＨＳの構造を確認する 
1.0 3.0 

４ ＴＨＳについてⅡ 
配付資料 pp.3-4 走行モードとトランスアクスルの

状態および回生ブレーキシステムを確認する 
1.0 3.0 

５ 
ＴＨＳの改良および他車への展開につい

て 

配付資料 pp.5-7 昇圧システムの導入および４輪駆

動車や後輪駆動車への展開を確認する 
1.0 3.0 

６ ホンダのハイブリッドシステム 
配付資料 pp.8-10 ホンダＩＭＡシステムの構造機

能を確認する 
1.0 3.0 

７ ３代目プリウスでの改良点 
配付資料 pp.11-16 モータリダクション方式の採用

など改良点を確認する 
1.0 3.0 

８ 各社のハイブリッドシステム 
日産・三菱・スズキのハイブリッドシステムを確認す

る（各社のホームページを参照すると良い） 
0.0 4.0 

９ 三相３線式結線の特徴とベクトル図 
①pp.162-167 Ｙ結線とΔ結線の特徴を回路図とベ

クトル図をもとに確認する 
1.0 3.0 

10 
三相電力と損失（鉄損と銅損）およびうず

電流ブレーキとアラゴの円板 

①p.168＆pp.79-87 三相電力の求め方および交流

モータの損失と回転原理を確認する 
1.0 3.0 

11 交流モータの種類と特徴および速度制御 
①pp.284-291 交流モータの分類および誘導モータ

の制御（同期速度とすべり）を確認する 
1.0 3.0 

12 電動車両に使用されるモータ 
②ｾｸｼｮﾝ 50･51･53-655･57･59･58 モータの種類と特

徴および制御手法について確認する 
1.0 3.0 

13 
電動車両への知見および高電圧バッテリ

とパワーコントロールユニット 

②ｾｸｼｮﾝ･14-16･19･21-23･25･32･33･36-39･33 電動車

両の多方面の知見と高電圧バッテリの制御について

確認する 

1.0 3.0 

14 燃料電池車の構造と機能 
②ｾｸｼｮﾝ 33 水素燃料電池の発電原理と車両の特徴

および課題を確認する 
1.0 3.0 

15 電気自動車の取り扱い 
電気自動車特有の装備や取り扱いについて確認する

（日産リーフの充電・メータ・ナビゲーション） 
0.0 4.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・試験成績（中間５割＆定期５割）を評価の基準とするが、受講姿勢を含めた総合的な判断を行う。ここでいう受講姿勢とは、聴講に集中して

いたか・板書を正しく行っていたか・頭髪服装は本学学生にふさわしいものであったかである。 

 

【教科書・配付資料】 

・メカトロ基礎講座１プログラム学習による電気・電子 職業能力開発教材委員会  廣済堂出版 ・・・ ① 

・トコトンやさしい電気自動車の本 第３版  廣田幸嗣    日刊工業新聞社 ・・・ ② 

・配付資料 

 

【参考書】 

・きちんと知りたい！電気自動車メカニズムの基礎知識  飯塚昭三 日刊協業新聞社 

・きちんと知りたい！電気自動車用パワーユニットの必須知識 高根英幸 日刊工業新聞社 

 

【オフィスアワー】 

・火曜日 １６：１０～１７：００ 自動車工学研究センター３階 電子工学研究室 

ただし会議や出張により不在の場合もあり得る。 

 

【その他（履修の要件など）】 

・自然の摂理への理解は、電気電子の習得に大いに役立つ。努力して自然科学系の本を読むこと。 

・動画による解説項目も多いので、重要なポイントは都度メモを取ること。 

・中間試験は、正答表を後日の講義時に掲示します。 

・定期試験後には、正答表を講義室に掲示します。 
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

燃料電池・電動自動車理論 BLRT3-04-DP4 ２ 必修 櫻井 豊*4 

 

【到達目標】 

（１）モータの回転原理と回転数制御手法を理解する。 

（２）各社のハイブリッドシステムの構成と特徴を理解する。 

（３）燃料電池および各社の電気自動車のシステムと特徴を理解する。 

 

【学習内容】 

CO2排出を主要因とする地球規模での気候変動問題により、長らく内燃機関に頼ってきた車の動力の歴史が変わろうとしている。燃料電池車

を含む電気自動車およびハイブリッドカーの内燃機関以外の動力には、主として交流電気モータが使用されている。したがって今後の自動車

整備士には、エンジンと同等にモータに関する知識と整備技術を有することが求められている。 

本講義では、電磁気学を初めとし、モータの種類と特性及び回転数制御と回生ブレーキ、そしてハイブリッドカーを含む電動自動車の将来

までを学ぶ。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 電動車両について 
配付資料 各種電動車両の概要と機能および用語を

確認する 
0.0 4.0 

２ 
ハイブリッドカーと電気自動車および燃

料電池車の市販車 

これまで国内で販売された（購入できた）ハイブリッ

ドカーと電気自動車を確認する 
0.0 4.0 

３ 
ハイブリッドシステムの分類とトヨタの

システム（ＴＨＳ）についてⅠ 

配付資料 pp.1-2 ハイブリッドシステムの分類とＴ

ＨＳの構造を確認する 
1.0 3.0 

４ ＴＨＳについてⅡ 
配付資料 pp.3-4 走行モードとトランスアクスルの

状態および回生ブレーキシステムを確認する 
1.0 3.0 

５ 
ＴＨＳの改良および他車への展開につい

て 

配付資料 pp.5-7 昇圧システムの導入および４輪駆

動車や後輪駆動車への展開を確認する 
1.0 3.0 

６ ホンダのハイブリッドシステム 
配付資料 pp.8-10 ホンダＩＭＡシステムの構造機

能を確認する 
1.0 3.0 

７ ３代目プリウスでの改良点 
配付資料 pp.11-16 モータリダクション方式の採用

など改良点を確認する 
1.0 3.0 

８ 各社のハイブリッドシステム 
日産・三菱・スズキのハイブリッドシステムを確認す

る（各社のホームページを参照すると良い） 
0.0 4.0 

９ 三相３線式結線の特徴とベクトル図 
①pp.162-167 Ｙ結線とΔ結線の特徴を回路図とベ

クトル図をもとに確認する 
1.0 3.0 

10 
三相電力と損失（鉄損と銅損）およびうず

電流ブレーキとアラゴの円板 

①p.168＆pp.79-87 三相電力の求め方および交流

モータの損失と回転原理を確認する 
1.0 3.0 

11 交流モータの種類と特徴および速度制御 
①pp.284-291 交流モータの分類および誘導モータ

の制御（同期速度とすべり）を確認する 
1.0 3.0 

12 電動車両に使用されるモータ 
②ｾｸｼｮﾝ 50･51･53-655･57･59･58 モータの種類と特

徴および制御手法について確認する 
1.0 3.0 

13 
電動車両への知見および高電圧バッテリ

とパワーコントロールユニット 

②ｾｸｼｮﾝ･14-16･19･21-23･25･32･33･36-39･33 電動車

両の多方面の知見と高電圧バッテリの制御について

確認する 

1.0 3.0 

14 燃料電池車の構造と機能 
②ｾｸｼｮﾝ 33 水素燃料電池の発電原理と車両の特徴

および課題を確認する 
1.0 3.0 

15 電気自動車の取り扱い 
電気自動車特有の装備や取り扱いについて確認する

（日産リーフの充電・メータ・ナビゲーション） 
0.0 4.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・試験成績（中間５割＆定期５割）を評価の基準とするが、受講姿勢を含めた総合的な判断を行う。ここでいう受講姿勢とは、聴講に集中して

いたか・板書を正しく行っていたか・頭髪服装は本学学生にふさわしいものであったかである。 

 

【教科書・配付資料】 

・メカトロ基礎講座１プログラム学習による電気・電子 職業能力開発教材委員会  廣済堂出版 ・・・ ① 

・トコトンやさしい電気自動車の本 第３版  廣田幸嗣    日刊工業新聞社 ・・・ ② 

・配付資料 

 

【参考書】 

・きちんと知りたい！電気自動車メカニズムの基礎知識  飯塚昭三 日刊協業新聞社 

・きちんと知りたい！電気自動車用パワーユニットの必須知識 高根英幸 日刊工業新聞社 

 

【オフィスアワー】 

・火曜日 １６：１０～１７：００ 自動車工学研究センター３階 電子工学研究室 

ただし会議や出張により不在の場合もあり得る。 

 

【その他（履修の要件など）】 

・自然の摂理への理解は、電気電子の習得に大いに役立つ。努力して自然科学系の本を読むこと。 

・動画による解説項目も多いので、重要なポイントは都度メモを取ること。 

・中間試験は、正答表を後日の講義時に掲示します。 

・定期試験後には、正答表を講義室に掲示します。 
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2 年 次

科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

シ ャ シ 整 備 BCRP3-05-DP2 １ 必修 菅沼 義一*1 

 
【到達目標】 
（１）エンジンの動力が、タイヤに伝わるまでの構造、作動、機能及び故障現象を理解する。 
（２）動力伝達装置、懸架装置、舵取り装置、制動装置及び走行装置の整備ができることを目指す。 
（３）自動車整備士の国家試験問題が解ける学力を目指す。 
 
【学習内容】 

動力伝達装置、懸架装置、舵取り装置、制動装置及び走行装置について解説する。 
動力伝達装置ではクラッチ及びオートマチック・トランスミッションの構造・作動と整備方法について講義する。また、駆動力を

路面に最適に伝えるためのディファレンシャルの基本的な構造・作動について学ぶ。 
懸架装置では、乗用車あるいはトラックに使用される基本的な装置の構造と整備方法について理解してもらう。アンチロック・ブ

レーキ装置については、従来の油圧制限方式、減速度検出方式に加え電子制御式について学ぶ。大型ジーゼル車用の ABS 装置につい
ては、各メーカーの整備書の資料を配布して概要を述べる。 

ホイール・アライメントは、高速安定走行には不可欠な要素であり、タイヤの偏摩耗やステアリング特性にも影響を及ぼすため、
基本的なアライメントの概要、構造及び機能さらには整備要領を説明する。 

 
【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ クラッチ 
第２章 動力伝達装置 １ 概要  
２ 構造・機能 １）MT のクラッチ pp.17-19  

0.0 1.0 

２ オートマチック・トランスミッション 第２章 動力伝達装置 ２)AT pp.19-49 0.0 5.0 

３ ホイール・アライメント 第６章 ホイール・アライメント pp.119-128 0.0 4.0 

４ ホイール及びタイヤ 第５章 ホイール及びタイヤ pp.107-117 0.0 2.0 

５ インタ・アクスル・ディファレンシャル 
第２章 動力伝達装置 ４）インタ・アクスル・ 
ディファレンシャル pp.57-59 

0.0 1.0 

６ 差動制限型ディファレンシャルⅠ 
第２章 動力伝達装置 
３）差動制限型ディファレンシャル 
（１）トルク感応式 pp.53－55 

0.0 1.0 

７ 差動制限型ディファレンシャルⅡ 
第２章 動力伝達装置 
３）差動制限型ディファレンシャル 
（２）回転速度差感応式 p56、p57 

0.0 1.0 

８ アンチロック・ブレーキ装置Ⅰ 
第７章 ブレーキ装置 ２）電子制御  （１）
アンチロック・ブレーキ・システム pp.141-143 

0.0 1.0 

９ アンチロック・ブレーキ装置Ⅱ 
第７章 ブレーキ装置  
（二）アクチュエータ pp.144,145 

0.0 1.0 

10 トラクション・コントロール・システム 
第７章 ブレーキ装置 （２）トラクション・コ
ントロール・システム pp.146-149 

0.0 2.0 

11 エア・油圧式ブレーキⅠ 
第７章 ブレーキ装置 １ 概要 ２ 構造機
能 １）ブレーキの方式 
（１）エア・油圧式ブレーキ pp.129-133 

0.0 2.0 

12 エア・油圧式ブレーキⅡ 
第７章 ブレーキ装置  
（ロ）制動倍力装置 pp.134-136 

0.0 1.0 

13 フル・エア式ブレーキ 
第７章 ブレーキ装置 
（２）フル・エア式ブレーキ pp.136-140 

0.0 4.0 

14 アクスル及びサスペンションⅠ 

第３章 アクスル及びサスペンション １ 概
要 
２ 構造・機能 １）サスペンションの性能 
pp.65-71 

0.0 2.0 

15 アクスル及びサスペンションⅡ 

第３章 アクスル及びサスペンション  
２）エア・スプリング型サスペンション  
３）電子制御式サスペンション ３ 整備 
pp.71-88 

0.0 2.0 

【成績の評価方法・基準】 
・中間試験の得点を３５％、定期試験の得点を３５％、受講態度を３０％として総合的に評価する。 
 
【教科書・配付資料】 
・二級自動車シャシ  日本自動車整備振興会連合会 ／ 三級自動車シャシ  日本自動車整備振興会連合会 
 
【参考書】 
・自動車諸元表（国産サービス・データ） 
 
【オフィスアワー】 
・木、金曜日 １６：１５～１７：００ テクニカル・センター２階研究室 ※会議や出張などで不在の場合もあり得る。 
 
【その他（履修の要件など）】 
・配付されたプリントの再配付は原則として行わない。紛失しないように注意すること。 
・課題プリントは、必ず提出すること。 
・教科書は、必ず持ってくること。 
・中間試験後の授業時に解答の解説を行います。定期試験後に解答をテクニカル・センター２階研究室ドアに掲示します。 
・レポート課題は確認後、添削して返却します。  
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

自 動 車 性 能 BMRP2-01-DP2 １ 必修 古川 洋一*1 

 

【到達目標】 

（１）自動車の性能を現す数字、用語の意味を理解する。 

（２）その自動車の性能を、的確に評価できる。 

（３）他の自動車と比較し、検討することができる。 

 

【学習内容】 

自動車のカタログ等の「機関性能曲線図」、「走行性能曲線図」などと呼ばれるグラフのようなものを見たことがあると思う。一般のユーザ

ーにとっては何の変哲もないものかもしれないが、その意味を知るものにとっては、この上ない情報源となる。その自動車の最高時速がどれ

だけか、東京から大阪まで走ると、何リットルの燃料を消費するか、などのカタログには直接掲載されていないことも、諸元表やグラフから

読み取った数値により、計算することが可能になる。本講義は、与えられた情報を元にして、その自動車の性能を評価することを目的とする。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 導入、自動車の性能とは？ 既習の主要単位等 1.0 1.0 

２ エンジン性能 1 耐久性能 排気量､圧縮比、ピストン平均速度 1.0 1.0 

３ エンジン性能 2 動力性能 軸トルク、吸入効率、軸出力 1.0 1.0 

４ エンジン性能 3 効率と燃費 平均有効圧力、熱効率、燃料消費率 1.0 1.0 

５ エンジン性能 4 性能向上対策 性能曲線図の見方、各曲線の意味 1.0 1.0 

６ エンジン性能 5 性能評価演習 1 基本的な数値の読み取り、各諸元の計算 0.0 2.0 

７ エンジン性能 6 性能評価演習 2 各計算による値の取得と評価及び比較検討 0.0 2.0 

８ 環境性能 自動車を取り巻く問題について考える 0.0 2.0 

９ シャシ性能 1 駆動力と走行抵抗 駆動力の考え方と走行抵抗の種類及び増減要因 1.0 1.0 

10 シャシ性能 2 変速 変速の目的とそれによる各性能の影響 1.0 1.0 

11 シャシ性能 3 変速機 自動変速機の基本構造、トルクコンバータの性能 0.0 2.0 

12 シャシ性能 4 性能評価演習 1 走行性能曲線図の見方及び各曲線の意味と変化 0.0 2.0 

13 シャシ性能 5 性能評価演習 2 基本的な数値の読み取り、各諸元の計算及び評価 0.0 2.0 

14 シャシ性能 6 性能評価演習 3 各計算による値の取得と評価及び比較検討 0.0 2.0 

15 制動性能 制動過程、制動距離の短縮、危険な制動姿勢 0.0 2.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・中間試験及び定期試験の成績をベースに、受講態度の評価を加えて成績を決定する。 

 

【教科書・配付資料】 

・自動車性能 

 

【参考書】 

 

【オフィスアワー】 

・授業時間以外は、1 号館 1 階職員室もしくは 1 号館 2 階第 11 研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・授業、試験ともに計算機の使用を認めるが、使用できる計算機は以下のものとする。 

（１）文字の入力および記憶機能がないものであること。 

（２）通信機能がないものであること。 

・中間試験の答案は次回の授業時に返却する。 

  

− 76 −

2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

自 動 車 性 能 BMRP2-01-DP2 １ 必修 古川 洋一*1 

 

【到達目標】 

（１）自動車の性能を現す数字、用語の意味を理解する。 

（２）その自動車の性能を、的確に評価できる。 

（３）他の自動車と比較し、検討することができる。 

 

【学習内容】 

自動車のカタログ等の「機関性能曲線図」、「走行性能曲線図」などと呼ばれるグラフのようなものを見たことがあると思う。一般のユーザ

ーにとっては何の変哲もないものかもしれないが、その意味を知るものにとっては、この上ない情報源となる。その自動車の最高時速がどれ

だけか、東京から大阪まで走ると、何リットルの燃料を消費するか、などのカタログには直接掲載されていないことも、諸元表やグラフから

読み取った数値により、計算することが可能になる。本講義は、与えられた情報を元にして、その自動車の性能を評価することを目的とする。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 導入、自動車の性能とは？ 既習の主要単位等 1.0 1.0 

２ エンジン性能 1 耐久性能 排気量､圧縮比、ピストン平均速度 1.0 1.0 

３ エンジン性能 2 動力性能 軸トルク、吸入効率、軸出力 1.0 1.0 

４ エンジン性能 3 効率と燃費 平均有効圧力、熱効率、燃料消費率 1.0 1.0 

５ エンジン性能 4 性能向上対策 性能曲線図の見方、各曲線の意味 1.0 1.0 

６ エンジン性能 5 性能評価演習 1 基本的な数値の読み取り、各諸元の計算 0.0 2.0 

７ エンジン性能 6 性能評価演習 2 各計算による値の取得と評価及び比較検討 0.0 2.0 

８ 環境性能 自動車を取り巻く問題について考える 0.0 2.0 

９ シャシ性能 1 駆動力と走行抵抗 駆動力の考え方と走行抵抗の種類及び増減要因 1.0 1.0 

10 シャシ性能 2 変速 変速の目的とそれによる各性能の影響 1.0 1.0 

11 シャシ性能 3 変速機 自動変速機の基本構造、トルクコンバータの性能 0.0 2.0 

12 シャシ性能 4 性能評価演習 1 走行性能曲線図の見方及び各曲線の意味と変化 0.0 2.0 

13 シャシ性能 5 性能評価演習 2 基本的な数値の読み取り、各諸元の計算及び評価 0.0 2.0 

14 シャシ性能 6 性能評価演習 3 各計算による値の取得と評価及び比較検討 0.0 2.0 

15 制動性能 制動過程、制動距離の短縮、危険な制動姿勢 0.0 2.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・中間試験及び定期試験の成績をベースに、受講態度の評価を加えて成績を決定する。 

 

【教科書・配付資料】 

・自動車性能 

 

【参考書】 

 

【オフィスアワー】 

・授業時間以外は、1 号館 1 階職員室もしくは 1 号館 2 階第 11 研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・授業、試験ともに計算機の使用を認めるが、使用できる計算機は以下のものとする。 

（１）文字の入力および記憶機能がないものであること。 

（２）通信機能がないものであること。 

・中間試験の答案は次回の授業時に返却する。 

  

− 76 −

2 年 次

科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

自 動 車 法 規 BWRT1-07-DP2 ２ 必修 菅沼 義一*1 

 

【到達目標】 

（１）道路運送車両の保安基準について理解する。 

（２）使用者の行う点検整備について理解する。 

（３）自動車整備士の国家試験問題が解ける学力を目指す。 

 

【学習内容】 

道路運送車両法の第 1 条には「この法律は、道路運送車両に関し、所有権についての公証等を行い、並びに安全性の確保及び公害

の防止その他の環境の保全並びに整備についての技術上の基準の向上を図り、併せて自動車の整備事業の健全な発達に資することに

より、公共の福祉を増進することを目的とする」とある。 
自動車の安全性確保を中心とする車両保安行政を担う道路運送車両法の果たす重要性を確認し、特に道路運送車両法の保安基準に

ついて理解を深め、保安上または公害防止上必要な最低限の技術基準を講義する。 
 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 道路運送車両法Ⅰ 道路運送車両法 第 1 条～第 3 条 1.0 3.0 

２ 道路運送車両法Ⅱ 道路運送車両法 第 4 条～第 29 条 1.0 3.0 

３ 道路運送車両法Ⅲ 道路運送車両法 第 30 条～第 34 条 1.0 3.0 

４ 継続検査及び記録簿の種類 
道路運送車両法  

第 49 条 第 62 条 第 91 条 第 94 条の 6  
1.0 3.0 

５ 
車両整備等に関する責任者及び 

ナンバープレートの分類番号 

道路運送車両法  

第 50 条 第 91 条の 3 第 94 条の 4 
1.0 3.0 

６ 記録簿の保存期間と継続検査の時期 
自動車点検基準 第 1 条～第 4 条 

道路運送車両法 第 61 条 
1.0 3.0 

７ 分解整備 道路運送車両法 第 49 条第 2 項 1.0 3.0 

８ 道路運送車両の保安基準Ⅰ 道路運送車両の保安基準 第 1 条 1.0 3.0 

９ 道路運送車両の保安基準Ⅱ 道路運送車両の保安基準 第 2 条～第 8 条 1.0 3.0 

10 道路運送車両の保安基準Ⅲ 道路運送車両の保安基準 第 9 条～第 12 条 1.0 3.0 

11 道路運送車両の保安基準Ⅳ 道路運送車両の保安基準 第 13 条～第 18 条 1.0 3.0 

12 道路運送車両の保安基準Ⅴ 道路運送車両の保安基準 第 19 条～第 29 条 1.0 3.0 

13 道路運送車両の保安基準Ⅵ 道路運送車両の保安基準 第 30 条～第 32 条 1.0 3.0 

14 道路運送車両の保安基準Ⅶ 道路運送車両の保安基準 第 33 条～第 43 条 1.0 3.0 

15 道路運送車両の保安基準Ⅷ 道路運送車両の保安基準 第 43 条～第 53 条 1.0 3.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・中間試験の得点を３５％、定期試験の得点を３５％、受講態度を３０％として総合的に評価する。 

 

【教科書・配付資料】 

・自動車整備関係法令と解説  日本自動車整備振興会連合会 

・法令教材          日本自動車整備振興会連合会 

 

【参考書】 

・自動車の検査基準  鉄道日本社 

 

【オフィスアワー】 

・木、金曜日 １６：１５～１７：００ テクニカル・センター２階研究室 

※会議や出張などで不在の場合もあり得る。 

 

【その他（履修の要件など）】 

・配付されたプリントの再配付は原則として行わない。紛失しないように注意すること。 

・課題プリントは、必ず提出すること。 

・教科書は、必ず持ってくること。 

・中間試験後の授業時に解答の解説を行います。定期試験後に解答をテクニカル・センター２階研究室ドアに掲示します。 

・レポート課題は確認後、添削して返却します。 

  

− 77 −

2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

自 動 車 検 査 BWRT2-07-DP2 ２ 必修 島田 尚孝*1 

 

【到達目標】 

（１）自動車整備に関する検査基準を理解する。 

（２）道路運送車両法及び、保安基準を理解する 

（３）整備士の国家試験問題を解ける学力を目指す。 

 

【学習内容】 

今日の自動車は、電子制御化され新機構を数多く搭載し、交通環境の問題をはじめ排出ガスや騒音の諸問題に対し改善と対策を講じている

が、公害防止等の対策は年々厳しく規制されている。自動車は、使用過程の中で点検・整備をはじめ「自動車の検査」を行い「道路運送車両

の保安基準」に適合し、かつ安全に快適に運行されなければならない。 

そこで、自動車の整備と検査業務に携わる者として、自動車の検査基準及び、道路運送車両の保安基準までの幅広い知識を身に付けること

は必須である。 

 

【授業計画】※該当ページ数はについては、その都度指示する。 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 道路運送車両法の概要 
自動車整備関係法令と解説の道路運送車両法の概

要を熟読しておく。 
1.0 3.0 

２ 道路運送車両及び自動車の種別 
道路運送車両法の目的や、道路運送車両、自動車の

種類を確認する。 
1.0 3.0 

３ 自動車の登録 登録の種類、申請方法等を確認する。 1.0 3.0 

４ 自動車登録番号標 
登録番号標の記号や数字の意味、車体番号に関する

こと、回送運行について確認する。 
1.0 3.0 

５ 自動車の点検基準 
自動車の区分に応じて規定される点検基準や、その

点検内容を確認する。 
1.0 3.0 

６ 定期点検及び特定整備 
点検整備記録簿の記載事項や保存期間、また、点検

時等における特定整備の定義について確認する。 
1.0 3.0 

７ 整備士制度及び道路運送車両の検査 
なぜ自動車整備士が必要なのか確認する。また、国

が行う検査について確認する。 
1.0 3.0 

８ 道路運送車両の検査 
国が行う検査時における自動車検査証や、検査標章

の取り扱いについて確認する。 
1.0 3.0 

９ 自動車の整備事業 

自動車の特定整備事業者（認証工場）の種類や認証

の基準、特定整備事業者の義務である「特定整備記

録簿」の記載事項について確認する。 

1.0 3.0 

10 指定自動車整備事業 
指定自動車整備事業者（民間車検工場）の指定に関

すること、事業者の義務や罰則について確認する。 
1.0 3.0 

11 道路運送車両の保安基準 
保安基準第1条から第18条の2までの確認をする。

保安基準の細目を定める告示も同様。 
1.0 3.0 

12 道路運送車両の保安基準 
保安基準第 18 条の 2 から第 31 条までの確認をす

る。保安基準の細目を定める告示も同様。 
1.0 3.0 

13 道路運送車両の保安基準 
保安基準第 32 条から第 38 条までの確認をする。保

安基準の細目を定める告示も同様。 
1.0 3.0 

14 道路運送車両の保安基準 
保安基準第 38 条の 2 から第 42 条までの確認をす

る。保安基準の細目を定める告示も同様。 
1.0 3.0 

15 道路運送車両の保安基準 
保安基準第 43 条から第 53 条までの確認をする。保

安基準の細目を定める告示も同様。 
1.0 3.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・中間・定期試験の成績はもちろん、受講態度・積極的な取組みを重視する。 

 

【教科書・配付資料】 

・法令教材                  日本自動車整備振興会連合会 

・自動車整備関係法令と解説          日本自動車整備振興会連合会 

 

【参考書】 

・必要に応じ配付。 

 

【オフィスアワー】 

・火曜日 16:15～17:00 １号館 2 階第１０研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・日頃から、道路運送車両法及び保安基準を読んでおくこと。 

・中間試験については、次の授業時間に答案を返却して解説を行う。 

・定期試験の問題用紙は持ち帰ってもらう。 
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

自 動 車 検 査 BWRT2-07-DP2 ２ 必修 島田 尚孝*1 

 

【到達目標】 

（１）自動車整備に関する検査基準を理解する。 

（２）道路運送車両法及び、保安基準を理解する 

（３）整備士の国家試験問題を解ける学力を目指す。 

 

【学習内容】 

今日の自動車は、電子制御化され新機構を数多く搭載し、交通環境の問題をはじめ排出ガスや騒音の諸問題に対し改善と対策を講じている

が、公害防止等の対策は年々厳しく規制されている。自動車は、使用過程の中で点検・整備をはじめ「自動車の検査」を行い「道路運送車両

の保安基準」に適合し、かつ安全に快適に運行されなければならない。 

そこで、自動車の整備と検査業務に携わる者として、自動車の検査基準及び、道路運送車両の保安基準までの幅広い知識を身に付けること

は必須である。 

 

【授業計画】※該当ページ数はについては、その都度指示する。 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 道路運送車両法の概要 
自動車整備関係法令と解説の道路運送車両法の概

要を熟読しておく。 
1.0 3.0 

２ 道路運送車両及び自動車の種別 
道路運送車両法の目的や、道路運送車両、自動車の

種類を確認する。 
1.0 3.0 

３ 自動車の登録 登録の種類、申請方法等を確認する。 1.0 3.0 

４ 自動車登録番号標 
登録番号標の記号や数字の意味、車体番号に関する

こと、回送運行について確認する。 
1.0 3.0 

５ 自動車の点検基準 
自動車の区分に応じて規定される点検基準や、その

点検内容を確認する。 
1.0 3.0 

６ 定期点検及び特定整備 
点検整備記録簿の記載事項や保存期間、また、点検

時等における特定整備の定義について確認する。 
1.0 3.0 

７ 整備士制度及び道路運送車両の検査 
なぜ自動車整備士が必要なのか確認する。また、国

が行う検査について確認する。 
1.0 3.0 

８ 道路運送車両の検査 
国が行う検査時における自動車検査証や、検査標章

の取り扱いについて確認する。 
1.0 3.0 

９ 自動車の整備事業 

自動車の特定整備事業者（認証工場）の種類や認証

の基準、特定整備事業者の義務である「特定整備記

録簿」の記載事項について確認する。 

1.0 3.0 

10 指定自動車整備事業 
指定自動車整備事業者（民間車検工場）の指定に関

すること、事業者の義務や罰則について確認する。 
1.0 3.0 

11 道路運送車両の保安基準 
保安基準第1条から第18条の2までの確認をする。

保安基準の細目を定める告示も同様。 
1.0 3.0 

12 道路運送車両の保安基準 
保安基準第 18 条の 2 から第 31 条までの確認をす

る。保安基準の細目を定める告示も同様。 
1.0 3.0 

13 道路運送車両の保安基準 
保安基準第 32 条から第 38 条までの確認をする。保

安基準の細目を定める告示も同様。 
1.0 3.0 

14 道路運送車両の保安基準 
保安基準第 38 条の 2 から第 42 条までの確認をす

る。保安基準の細目を定める告示も同様。 
1.0 3.0 

15 道路運送車両の保安基準 
保安基準第 43 条から第 53 条までの確認をする。保

安基準の細目を定める告示も同様。 
1.0 3.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・中間・定期試験の成績はもちろん、受講態度・積極的な取組みを重視する。 

 

【教科書・配付資料】 

・法令教材                  日本自動車整備振興会連合会 

・自動車整備関係法令と解説          日本自動車整備振興会連合会 

 

【参考書】 

・必要に応じ配付。 

 

【オフィスアワー】 

・火曜日 16:15～17:00 １号館 2 階第１０研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・日頃から、道路運送車両法及び保安基準を読んでおくこと。 

・中間試験については、次の授業時間に答案を返却して解説を行う。 

・定期試験の問題用紙は持ち帰ってもらう。 
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2 年 次

科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

特 殊 機 構 BCRP4-05-DP2 １ 必修 菅沼 義一*1 

 
【到達目標】 
（１）シャシ関係の新機構の構造が理解できる。 
（２）シャシ関係の新技術の構造が理解できる。 
（３）自動車整備士の国家試験問題が解ける学力を目指す。 
 
【学習内容】 

各種メーカで発売されている自動車は、期間が長い短いはあるがマイナーチェンジ、フルモデルチェンジがされる。その際、電子
制御されたシステムや安全装置が追加される。また、環境問題等に配慮した新型車種が発売される。そのため、自動車を整備する我々
は常に新しい機構、技術を学び、またその機構が故障した場合には素早く対処できなければいけない。 

そのため本講義では、主にシャシ関係の新機構、新技術について、各メーカのサービスマニュアル、カタログ及びＤＶＤを用いて
紹介しその構造、整備要領について説明する。 

 
【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 横滑り制御システム「ＶＳＣ」 
配付されたプリントにより、車両安定制御装置の
種類、「ＶＳＣ」の概要、部品名称及び機能を確認
する。 

0.0 2.0 

２ 無段変速機「ＣＶＴ」 
教科書「二級自動車シャシ」 
第２章 動力伝達装置 （2）無段変速式（ＣＶＴ） 
pp.50-53 

0.0 2.0 

３ 
曲線道路用配光可変型前照灯 
「アクティブＡＦＳ」 

事前にプリントを配付するので、熟読してくるこ
と。 

2.0 0.0 

４ 油圧式パワー・ステアリング 

教科書「二級自動車シャシ」 
第４章 ステアリング装置 １ 概要 ２ 構
造・機能 （１）油圧式パワー・ステアリング 
pp.89-98 

0.0 2.0 

５ 電動式パワー・ステアリング 
教科書「二級自動車シャシ」 
第４章 ステアリング装置 （２）電動式パワー・
ステアリング pp.98-105 

0.0 2.0 

６ 
前輪二軸車のステアリング機構と軸ス
リップ 

事前にプリントを配付するので、熟読してくるこ
と。 

2.0 0.0 

７ 衝突被害軽減ブレーキ 
事前にプリントを配付するので、熟読してくるこ
と。 

2.0 0.0 

８ 運転支援システム「アイサイト」 
事前にプリントを配付するので、熟読してくるこ
と。 

2.0 0.0 

９ 四輪操舵システム「４ＷＳ」Ⅰ 
事前にプリントを配付するので、熟読してくるこ
と。 

2.0 0.0 

10 四輪操舵システム「４ＷＳ」Ⅱ 
事前にプリントを配付するので、熟読してくるこ
と。 

2.0 0.0 

11 ＳＲＳエア・バック・システム 
教科書「二級自動車シャシ」 
Ⅵ 安全装置及び付属装置 pp.210-221 

0.0 2.0 

12 四輪駆動システム「機械式、粘性式」 
事前にプリントを配付するので、熟読してくるこ
と。 

2.0 0.0 

13 四輪駆動システム「モータ式」 
事前にプリントを配付するので、熟読してくるこ
と。 

2.0 0.0 

14 エネ・チャージ・システム 
事前にプリントを配付するので、熟読してくるこ
と。 

2.0 0.0 

15 アイドル・ストップ・システム 
事前にプリントを配付するので、熟読してくるこ
と。 

2.0 0.0 

【成績の評価方法・基準】 
・中間試験の得点を３５％、定期試験の得点を３５％、受講態度を３０％として総合的に評価する。 
 
【教科書・配付資料】 
・二級自動車シャシ  日本自動車整備振興会連合会 ／ 三級自動車シャシ  日本自動車整備振興会連合会 
 
【参考書】 
・自動車諸元表（国産サービス・データ） 
・各メーカ、各車種の整備要領書 
 
【オフィスアワー】 
・木、金曜日 １６：１５～１７：００ テクニカル・センター２階研究室 ※会議や出張などで不在の場合もあり得る。 
 
【その他（履修の要件など）】 
・配付されたプリントの再配付は原則として行わない。紛失しないように注意すること。 
・課題プリントは、必ず提出すること。 
・教科書は、必ず持ってくること。 
・中間試験後の授業時に解答の解説を行います。定期試験後に解答をテクニカル・センター２階研究室ドアに掲示します。 
・レポート課題は確認後、添削して返却します。  
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

実 験 実 習 

ジ ー ゼ ル エ ン ジ ン 
BERE1-05-DP3 ２ 必修 高原 崇直*1 

 

【到達目標】 

（１）プロの整備士を目指す上での社会的責任と心構えを理解する。 

（２）整備作業の概要についての段取りと優先順位を理解する。 

（３）整備作業における安全かつ効率的な体の使い方を体得する。 

 

【学習内容】 

近年、環境破壊が進み地球温暖化等によるさまざまな問題が発生しています。その諸悪の根源としてよく挙げられるのがジーゼルエンジン

です。果たしてジーゼルエンジンは、本当に環境に悪いエンジンなのでしょうか？ 

本講義においては、エンジン本体を車両搭載状態で分解整備を行い、整備後に試験走行を実施することで整備の出来栄えを実感してもらう。

また、トラック特有の走行装置であるダブルタイヤ脱着作業を通して、整備作業の重要性と責任を学んでもらう。最後に、電子制御式燃料噴

射装置の基本構造等を学び、環境を意識した整備の必要性を認識することで、これからの自動車業界を担う皆さんがジーゼルエンジンの正し

い「知識・技術」を習得し、ジーゼルエンジン等の内燃機関全般が今後進むべき方向性を自分なりに考えて貰いたい。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ ガイダンス 配付資料 0.0 0.0 

２ 油脂等噴霧による車両実験① 二級ジーゼル自動車エンジン編 pp.12-14 0.0 0.0 

３ 油脂等噴霧による車両実験② 二級ジーゼル自動車エンジン編 pp.12-14 0.0 0.0 

４ 油脂等噴霧による車両実験③ 配付資料 0.0 0.0 

５ 油脂等噴霧による車両実験④ 配付資料 0.0 0.0 

６ シリンダ・ヘッド脱着① 実験実習ジーゼルエンジン pp.2-5 0.0 0.0 

７ シリンダ・ヘッド脱着② 実験実習ジーゼルエンジン pp.6-11 0.0 0.0 

８ シリンダ・ヘッド脱着③ 実験実習ジーゼルエンジン pp.12-16 0.0 0.0 

９ シリンダ・ヘッド脱着④ 実験実習ジーゼルエンジン pp.12-16 0.0 0.0 

10 シリンダ・ヘッド脱着⑤ 実験実習ジーゼルエンジン pp.17-18 0.0 0.0 

11 シリンダ・ヘッド脱着⑥ 
三級自動車ジーゼル・エンジン p.31 

実験実習ジーゼルエンジン pp.19-20 
0.0 0.0 

12 シリンダ・ヘッド脱着⑦ 
三級自動車ジーゼル・エンジン p.34 

実験実習ジーゼルエンジン pp.21-25 
0.0 0.0 

13 シリンダ・ヘッド脱着⑧ 

二級ジーゼル自動車エンジン編 p.16 

三級自動車ジーゼル・エンジン p.31 

実験実習ジーゼルエンジン pp.26-27 

0.0 0.0 

14 シリンダ・ヘッド脱着⑨ 
三級自動車ジーゼル・エンジン pp.152-153 

実験実習ジーゼルエンジン pp.28-29 
0.0 0.0 

15 シリンダ・ヘッド脱着⑩ 
三級自動車ジーゼル・エンジン p.139 

実験実習ジーゼルエンジン pp.30-31 
0.0 0.0 

16 シリンダ・ヘッド脱着⑪ 
三級自動車ジーゼル・エンジン p.148 

実験実習ジーゼルエンジン pp.32-38 
0.0 0.0 

17 シリンダ・ヘッド脱着⑫ 実験実習ジーゼルエンジン pp.39-41 0.0 0.0 

18 シリンダ・ヘッド脱着⑬ 
三級自動車ジーゼル・エンジン p.149 

実験実習ジーゼルエンジン pp.42-44 
0.0 0.0 

19 シリンダ・ヘッド脱着⑭ 実験実習ジーゼルエンジン pp.45-46 0.0 0.0 

20 シリンダ・ヘッド脱着⑮ 実験実習ジーゼルエンジン p.46 0.0 0.0 

21 ダブル・タイヤ脱着① 三級自動車シャシ pp.62-63 0.0 0.0 

22 ダブル・タイヤ脱着② 三級自動車シャシ pp.62-63 0.0 0.0 

23 ダブル・タイヤ脱着③ 三級自動車シャシ pp.62-63 0.0 0.0 

24 ダブル・タイヤ脱着④ 三級自動車シャシ pp.62-63 0.0 0.0 

25 ダブル・タイヤ脱着⑤ 
二級自動車シャシ pp.116-117 

三級自動車シャシ pp.119-120 
0.0 0.0 

26 ダブル・タイヤ脱着⑥ 
二級自動車シャシ pp.116-117 

三級自動車シャシ pp.119-120 
0.0 0.0 

27 ダブル・タイヤ脱着⑦ 
二級自動車シャシ pp.116-117 

三級自動車シャシ pp.119-120 
0.0 0.0 

28 ダブル・タイヤ脱着⑧ 
二級自動車シャシ pp.116-117 

三級自動車シャシ pp.119-120 
0.0 0.0 

29 ダブル・タイヤ脱着⑨ 三級自動車シャシ p.78 0.0 0.0 

30 ダブル・タイヤ脱着⑩ 三級自動車シャシ p.78 0.0 0.0 

31 ダブル・タイヤ脱着⑪ 三級自動車シャシ p.78 0.0 0.0 

32 ダブル・タイヤ脱着⑫ 三級自動車シャシ p.78 0.0 0.0 

33 ダブル・タイヤ脱着⑬ 三級自動車シャシ p.78 0.0 0.0 

34 ダブル・タイヤ脱着⑭ 三級自動車シャシ p.78 0.0 0.0 

35 ダブル・タイヤ脱着⑮ 三級自動車シャシ p.78 0.0 0.0 

36 インジェクション・ノズル調整① 三級自動車ジーゼル・エンジン pp.80-83 0.0 0.0 

37 インジェクション・ノズル調整② 三級自動車ジーゼル・エンジン pp.88-89 0.0 0.0 

38 インジェクション・ノズル調整③ 三級自動車ジーゼル・エンジン pp.88-89 0.0 0.0 

39 インジェクション・ノズル調整④ 三級自動車ジーゼル・エンジン pp.88-89 0.0 0.0 

40 コモンレール式高圧燃料噴射装置① 
二級ジーゼル自動車エンジン編 pp.39-52 

配付資料 
0.0 0.0 
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

実 験 実 習 

ジ ー ゼ ル エ ン ジ ン 
BERE1-05-DP3 ２ 必修 高原 崇直*1 

 

【到達目標】 

（１）プロの整備士を目指す上での社会的責任と心構えを理解する。 

（２）整備作業の概要についての段取りと優先順位を理解する。 

（３）整備作業における安全かつ効率的な体の使い方を体得する。 

 

【学習内容】 

近年、環境破壊が進み地球温暖化等によるさまざまな問題が発生しています。その諸悪の根源としてよく挙げられるのがジーゼルエンジン

です。果たしてジーゼルエンジンは、本当に環境に悪いエンジンなのでしょうか？ 

本講義においては、エンジン本体を車両搭載状態で分解整備を行い、整備後に試験走行を実施することで整備の出来栄えを実感してもらう。

また、トラック特有の走行装置であるダブルタイヤ脱着作業を通して、整備作業の重要性と責任を学んでもらう。最後に、電子制御式燃料噴

射装置の基本構造等を学び、環境を意識した整備の必要性を認識することで、これからの自動車業界を担う皆さんがジーゼルエンジンの正し

い「知識・技術」を習得し、ジーゼルエンジン等の内燃機関全般が今後進むべき方向性を自分なりに考えて貰いたい。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ ガイダンス 配付資料 0.0 0.0 

２ 油脂等噴霧による車両実験① 二級ジーゼル自動車エンジン編 pp.12-14 0.0 0.0 

３ 油脂等噴霧による車両実験② 二級ジーゼル自動車エンジン編 pp.12-14 0.0 0.0 

４ 油脂等噴霧による車両実験③ 配付資料 0.0 0.0 

５ 油脂等噴霧による車両実験④ 配付資料 0.0 0.0 

６ シリンダ・ヘッド脱着① 実験実習ジーゼルエンジン pp.2-5 0.0 0.0 

７ シリンダ・ヘッド脱着② 実験実習ジーゼルエンジン pp.6-11 0.0 0.0 

８ シリンダ・ヘッド脱着③ 実験実習ジーゼルエンジン pp.12-16 0.0 0.0 

９ シリンダ・ヘッド脱着④ 実験実習ジーゼルエンジン pp.12-16 0.0 0.0 

10 シリンダ・ヘッド脱着⑤ 実験実習ジーゼルエンジン pp.17-18 0.0 0.0 

11 シリンダ・ヘッド脱着⑥ 
三級自動車ジーゼル・エンジン p.31 

実験実習ジーゼルエンジン pp.19-20 
0.0 0.0 

12 シリンダ・ヘッド脱着⑦ 
三級自動車ジーゼル・エンジン p.34 

実験実習ジーゼルエンジン pp.21-25 
0.0 0.0 

13 シリンダ・ヘッド脱着⑧ 

二級ジーゼル自動車エンジン編 p.16 

三級自動車ジーゼル・エンジン p.31 

実験実習ジーゼルエンジン pp.26-27 

0.0 0.0 

14 シリンダ・ヘッド脱着⑨ 
三級自動車ジーゼル・エンジン pp.152-153 

実験実習ジーゼルエンジン pp.28-29 
0.0 0.0 

15 シリンダ・ヘッド脱着⑩ 
三級自動車ジーゼル・エンジン p.139 

実験実習ジーゼルエンジン pp.30-31 
0.0 0.0 

16 シリンダ・ヘッド脱着⑪ 
三級自動車ジーゼル・エンジン p.148 

実験実習ジーゼルエンジン pp.32-38 
0.0 0.0 

17 シリンダ・ヘッド脱着⑫ 実験実習ジーゼルエンジン pp.39-41 0.0 0.0 

18 シリンダ・ヘッド脱着⑬ 
三級自動車ジーゼル・エンジン p.149 

実験実習ジーゼルエンジン pp.42-44 
0.0 0.0 

19 シリンダ・ヘッド脱着⑭ 実験実習ジーゼルエンジン pp.45-46 0.0 0.0 

20 シリンダ・ヘッド脱着⑮ 実験実習ジーゼルエンジン p.46 0.0 0.0 

21 ダブル・タイヤ脱着① 三級自動車シャシ pp.62-63 0.0 0.0 

22 ダブル・タイヤ脱着② 三級自動車シャシ pp.62-63 0.0 0.0 

23 ダブル・タイヤ脱着③ 三級自動車シャシ pp.62-63 0.0 0.0 

24 ダブル・タイヤ脱着④ 三級自動車シャシ pp.62-63 0.0 0.0 

25 ダブル・タイヤ脱着⑤ 
二級自動車シャシ pp.116-117 

三級自動車シャシ pp.119-120 
0.0 0.0 

26 ダブル・タイヤ脱着⑥ 
二級自動車シャシ pp.116-117 

三級自動車シャシ pp.119-120 
0.0 0.0 

27 ダブル・タイヤ脱着⑦ 
二級自動車シャシ pp.116-117 

三級自動車シャシ pp.119-120 
0.0 0.0 

28 ダブル・タイヤ脱着⑧ 
二級自動車シャシ pp.116-117 

三級自動車シャシ pp.119-120 
0.0 0.0 

29 ダブル・タイヤ脱着⑨ 三級自動車シャシ p.78 0.0 0.0 

30 ダブル・タイヤ脱着⑩ 三級自動車シャシ p.78 0.0 0.0 

31 ダブル・タイヤ脱着⑪ 三級自動車シャシ p.78 0.0 0.0 

32 ダブル・タイヤ脱着⑫ 三級自動車シャシ p.78 0.0 0.0 

33 ダブル・タイヤ脱着⑬ 三級自動車シャシ p.78 0.0 0.0 

34 ダブル・タイヤ脱着⑭ 三級自動車シャシ p.78 0.0 0.0 

35 ダブル・タイヤ脱着⑮ 三級自動車シャシ p.78 0.0 0.0 

36 インジェクション・ノズル調整① 三級自動車ジーゼル・エンジン pp.80-83 0.0 0.0 

37 インジェクション・ノズル調整② 三級自動車ジーゼル・エンジン pp.88-89 0.0 0.0 

38 インジェクション・ノズル調整③ 三級自動車ジーゼル・エンジン pp.88-89 0.0 0.0 

39 インジェクション・ノズル調整④ 三級自動車ジーゼル・エンジン pp.88-89 0.0 0.0 

40 コモンレール式高圧燃料噴射装置① 
二級ジーゼル自動車エンジン編 pp.39-52 

配付資料 
0.0 0.0 
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41 コモンレール式高圧燃料噴射装置② 
二級ジーゼル自動車エンジン編 pp.39-52 

配付資料 
0.0 0.0 

42 コモンレール式高圧燃料噴射装置③ 
二級ジーゼル自動車エンジン編 pp.39-52 

配付資料 
0.0 0.0 

43 コモンレール式高圧燃料噴射装置④ 
二級ジーゼル自動車エンジン編 pp.108-109 

配付資料 
0.0 0.0 

44 コモンレール式高圧燃料噴射装置⑤ 
二級ジーゼル自動車エンジン編 pp.108-109 

配付資料 
0.0 0.0 

45 まとめ  0.0 0.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・単元終了毎に行う小テスト、定期試験、受講態度等を総合して評価します。特に受講態度に関しては、積極的に実習作業を行うことが重要で

す。全出席は当然であり、無断遅刻はネガティブな評価に影響します。 

 

【教科書・配付資料】 

・二級ジーゼル自動車エンジン編 日本自動車整備振興会連合会 

・三級自動車ジーゼル・エンジン 日本自動車整備振興会連合会 

・二級自動車シャシ  日本自動車整備振興会連合会 

・三級自動車シャシ  日本自動車整備振興会連合会 

・実験実習ジーゼルエンジン 

・配付資料 

 

【参考書】 

・特に指定しない。 

 

【オフィスアワー】 

・平日８：４５～９：００ １号館１階管理課 

※出張などで不在の場合もあり得る。 

 

【その他（履修の要件など）】 

・規律正しい学生生活を送り、良好な体調での受講を心がけること。 

・実技中は安全に留意し、周囲の学生と声を掛け合いつつ作業を進め、指示された以外の作業を勝手に行わないこと。 

・小テストは、実施後直ちに解説を行い、後日、採点結果を教室に掲示する。 
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

実 験 実 習 

シ ャ シ （ ２ ） 
BCRE2-02-DP3 ２ 必修 島田 尚孝*1 

 

【到達目標】 

（１）高度な動力伝達経路の構造、作動を理解する。 

（２）高度な操舵、制動装置の構造、作動を理解する。 

（３）各装置の故障原因、修正方法を判断し、実行できる。 

 

【学習内容】 

自動車はエンジンのみで走ることは不可能である。「走る」「曲がる」「止まる」というシャシの三要素がなければ、走行することはできない。

自動車の核心部であると言える。 

一年次において、シャシ構造の基本的な構造、作動を学習したが、本実習ではさらに一歩進んだ機構について学習してもらう。現在出荷さ

れている乗用車の９０％以上に装着されているオートマチック・トランスミッションやパワー・ステアリング装置、大型車等で使用されてい

る「空気圧」を利用したブレーキ装置等、多くの車両に装着されている機構を学習してもらう。当然のことではあるが、一年次に学習した基

本的な構造や機能を理解した上で実習に臨んでほしい。 

 

【授業計画】※該当ページ数はについては、その都度指示する。 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 実習の概要、注意事項  

 

 

 

 

 

その日の授業で学んだことを振り返

っておくこと。 

0.0 0.5 

２ トルク・コンバータ 分解 0.0 0.5 

３ トルク・コンバータ 構成部品 確認 0.0 0.5 

４ トルク・コンバータ 性能曲線 0.0 0.5 

５ 
油圧制御式３速オートマチック・トランスミッション 分

解 
0.0 0.5 

６ 
油圧制御式３速オートマチック・トランスミッション 作

動順 
0.0 0.5 

７ 
油圧制御式３速オートマチック・トランスミッション 組

付け 
0.0 0.5 

８ 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション 油

圧系統分解 
0.0 0.5 

９ 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション ギ

ヤ系統分解 
0.0 0.5 

10 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション 構

成部品確認 
0.0 0.5 

11 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション  D

レンジ１速作動順序 
0.0 0.5 

12 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション  D

レンジ２速作動順序 
0.0 0.5 

13 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション  D

レンジ３速作動順序 
0.0 0.5 

14 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション  D

レンジ４速作動順序 
0.0 0.5 

15 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション Ｒ

レンジ作動順序 
0.0 0.5 

16 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション 油

圧回路説明 
0.0 0.5 

17 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション 油

圧回路確認 
0.0 0.5 

18 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション 制

御系統説明 
0.0 0.5 

19 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション 制

御系統確認 
0.0 0.5 

20 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション ギ

ヤ系統組付け 
0.0 0.5 

21 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション 油

圧系統組付け 
0.0 0.5 

22 
自動差動制限型ディファレンシャル（粘性式） 

分解 
0.0 0.5 

23 
自動差動制限型ディファレンシャル（粘性式） 

作動確認 
0.0 0.5 

24 
自動差動制限型ディファレンシャル（粘性式） 

組付け 
0.0 0.5 

25 
自動差動制限型ディファレンシャル（摩擦式） 

分解 
0.0 0.5 

26 
自動差動制限型ディファレンシャル（摩擦式） 

作動確認 
0.0 0.5 

27 
自動差動制限型ディファレンシャル（摩擦式） 

組付け 
0.0 0.5 

28 
油圧式パワー・ステアリング（スプールバルブ） 

分解 
0.0 0.5 

29 
油圧式パワー・ステアリング（スプールバルブ） 

作動確認 
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

実 験 実 習 

シ ャ シ （ ２ ） 
BCRE2-02-DP3 ２ 必修 島田 尚孝*1 

 

【到達目標】 

（１）高度な動力伝達経路の構造、作動を理解する。 

（２）高度な操舵、制動装置の構造、作動を理解する。 

（３）各装置の故障原因、修正方法を判断し、実行できる。 

 

【学習内容】 

自動車はエンジンのみで走ることは不可能である。「走る」「曲がる」「止まる」というシャシの三要素がなければ、走行することはできない。

自動車の核心部であると言える。 

一年次において、シャシ構造の基本的な構造、作動を学習したが、本実習ではさらに一歩進んだ機構について学習してもらう。現在出荷さ

れている乗用車の９０％以上に装着されているオートマチック・トランスミッションやパワー・ステアリング装置、大型車等で使用されてい

る「空気圧」を利用したブレーキ装置等、多くの車両に装着されている機構を学習してもらう。当然のことではあるが、一年次に学習した基

本的な構造や機能を理解した上で実習に臨んでほしい。 

 

【授業計画】※該当ページ数はについては、その都度指示する。 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 実習の概要、注意事項  

 

 

 

 

 

その日の授業で学んだことを振り返

っておくこと。 

0.0 0.5 

２ トルク・コンバータ 分解 0.0 0.5 

３ トルク・コンバータ 構成部品 確認 0.0 0.5 

４ トルク・コンバータ 性能曲線 0.0 0.5 

５ 
油圧制御式３速オートマチック・トランスミッション 分

解 
0.0 0.5 

６ 
油圧制御式３速オートマチック・トランスミッション 作

動順 
0.0 0.5 

７ 
油圧制御式３速オートマチック・トランスミッション 組

付け 
0.0 0.5 

８ 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション 油

圧系統分解 
0.0 0.5 

９ 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション ギ

ヤ系統分解 
0.0 0.5 

10 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション 構

成部品確認 
0.0 0.5 

11 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション  D

レンジ１速作動順序 
0.0 0.5 

12 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション  D

レンジ２速作動順序 
0.0 0.5 

13 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション  D

レンジ３速作動順序 
0.0 0.5 

14 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション  D

レンジ４速作動順序 
0.0 0.5 

15 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション Ｒ

レンジ作動順序 
0.0 0.5 

16 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション 油

圧回路説明 
0.0 0.5 

17 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション 油

圧回路確認 
0.0 0.5 

18 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション 制

御系統説明 
0.0 0.5 

19 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション 制

御系統確認 
0.0 0.5 

20 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション ギ

ヤ系統組付け 
0.0 0.5 

21 
電子制御式４速オートマチック・トランスミッション 油

圧系統組付け 
0.0 0.5 

22 
自動差動制限型ディファレンシャル（粘性式） 

分解 
0.0 0.5 

23 
自動差動制限型ディファレンシャル（粘性式） 

作動確認 
0.0 0.5 

24 
自動差動制限型ディファレンシャル（粘性式） 

組付け 
0.0 0.5 

25 
自動差動制限型ディファレンシャル（摩擦式） 

分解 
0.0 0.5 

26 
自動差動制限型ディファレンシャル（摩擦式） 

作動確認 
0.0 0.5 

27 
自動差動制限型ディファレンシャル（摩擦式） 

組付け 
0.0 0.5 

28 
油圧式パワー・ステアリング（スプールバルブ） 

分解 
0.0 0.5 

29 
油圧式パワー・ステアリング（スプールバルブ） 

作動確認 
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30 
油圧式パワー・ステアリング（スプールバルブ） 

組付け 

 

 

 

その日の授業で学んだことを振り返

っておくこと。 

0.0 0.5 

31 
油圧式パワー・ステアリング（ロータリバルブ） 

分解 
0.0 0.5 

32 
油圧式パワー・ステアリング（ロータリバルブ） 

作動確認 
0.0 0.5 

33 
油圧式パワー・ステアリング（ロータリバルブ） 

組付け 
0.0 0.5 

34 
油圧式パワー・ステアリング（ラックピニオン） 

分解 
0.0 0.5 

35 
油圧式パワー・ステアリング（ラックピニオン） 

作動確認 
0.0 0.5 

36 
油圧式パワー・ステアリング（ラックピニオン） 

組付け 
0.0 0.5 

37 
電動式パワー・ステアリング（ラックピニオン） 

分解 
0.0 0.5 

38 
電動式パワー・ステアリング（ラックピニオン） 

作動確認 
0.0 0.5 

39 
電動式パワー・ステアリング（ラックピニオン） 

組付け 
0.0 0.5 

40 
エア・油圧式ブレーキ（ブレーキ・バルブ） 

作動確認 
0.0 0.5 

41 
エア・油圧式ブレーキ（ブレーキ・バルブ） 

分解 
0.0 0.5 

42 
エア・油圧式ブレーキ（ブレーキ・バルブ） 

測定、組付け 
0.0 0.5 

43 エキゾースト・ブレーキ 構成部品確認 0.0 0.5 

44 エキゾースト・ブレーキ 作動確認 0.0 0.5 

45 エキゾースト・ブレーキ 測定 0.0 0.5 

 

【成績の評価方法・基準】 

・中間試験、定期試験の結果を基本とし、受講態度を併せて総合評価とする。 

 

【教科書・配付資料】 

・実験実習 シャシ（２） 

・二級自動車シャシ            日本自動車整備振興会連合会 

【参考書】 

・必要に応じ、プリントを配付。 

 

【オフィスアワー】 

・火曜日 16:15～17:00 １号館２階第１０研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・一年次のシャシ（１）の講義内容を理解した状態での受講が望ましいため、今一度復習しておくこと。 

・中間試験については、次の授業時間に答案を返却して解説を行う。 

・定期試験後、必要に応じ、解答用紙の返却及び解説を行う（オフィスアワー時）。 
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

実 験 実 習 

検 査 
BWRE0-06-DP3 ２ 必修 山田 茂樹*1 

 

【到達目標】 

（１）１年、２年定期点検整備を行うことができる。 

（２）道路運送車両法の概要を理解できる。 

（３）テスターや検査用機器を取り扱うことができる。 

 

【学習内容】 

公道を走行するすべての自動車には、「道路運送車両法」が適用される。自動車を「検査」するということは、この道路運送車両法に適合し

ているか否かを見極めることである。 

本実習においては、道路運送車両法で定められている、３ヶ月点検、１２ヶ月点検、１年点検、２年点検の内容とそれぞれの点検方法、良

否の判定基準を覚え、また、さまざまな最新のテスター、検査用機器を用いて、自動車の各機構が保安基準に適合しているか、正常に機能し

ているかを点検し、車両が安全に走行できるか判断基準を理解する。 

さらに点検の結果、道路運送車両法に適合していない場合は、部品の交換、修理、調整をすることにより正常な機能に戻せる実習を行う。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ ガイダンス（授業説明、車両説明）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その日の授業でどのようなことを学んだの

かを思い出して、気づいた点などをまとめ

ておくこと。 

0.0 0.5 

２ 日常点検基準説明 0.0 0.5 

３ 日常点検の実施要領 0.0 0.5 

４ 自家用乗用自動車における１年点検整備説明 0.0 0.5 

５ 点検整備記録簿の記載方法 0.0 0.5 

６ １年点検整備における車両取り扱い方法 0.0 0.5 

７ １年点検整備におけるエンジン整備方法 0.0 0.5 

８ １年点検整備におけるエンジン整備作業 0.0 0.5 

９ １年点検整備におけるブレーキ整備方法 0.0 0.5 

10 １年点検整備におけるブレーキ整備作業 0.0 0.5 

11 １年点検整備における総合点検方法 0.0 0.5 

12 １年点検整備における総合点検作業 0.0 0.5 

13 自家用乗用自動車における２年点検整備説明 0.0 0.5 

14 指定整備記録簿の記載方法 0.0 0.5 

15 ２年点検整備における受け入れ検査 0.0 0.5 

16 ２年点検整備におけるエンジン整備方法 0.0 0.5 

17 ２年点検整備におけるエンジン整備作業 0.0 0.5 

18 ２年点検整備におけるブレーキ整備方法 0.0 0.5 

19 ２年点検整備におけるブレーキ整備作業 0.0 0.5 

20 ２年点検整備における総合点検方法 0.0 0.5 

21 ２年点検整備における総合点検作業 0.0 0.5 

22 タイヤ，ホイールの構造 0.0 0.5 

23 タイヤ・チェンジャーの取り扱い 0.0 0.5 

24 ホイール・バランサの取り扱い 0.0 0.5 

25 道路運送車両法の概要 0.0 0.5 

26 道路運送車両法の概要 0.0 0.5 

27 検査業務の概要 0.0 0.5 

28 ブレーキ・テスタの取り扱い 0.0 0.5 

29 ブレーキ・テスタの整備作業 0.0 0.5 

30 スピードメータ・テスターの取り扱い 0.0 0.5 

31 スピードメータ・テスターの整備作業 0.0 0.5 

32 CO・HC テスターの取り扱い 0.0 0.5 

33 CO・HC テスターの整備作業 0.0 0.5 

34 スモーク・メータ，オパシメータの取り扱い 0.0 0.5 

35 スモーク・メータ，オパシメータの整備作業 0.0 0.5 

36 ヘッドライト・テスタの取り扱い 0.0 0.5 

37 ヘッドライト・テスタの整備作業 0.0 0.5 

38 サイドスリップ・テスタの取り扱い 0.0 0.5 

39 サイドスリップ・テスタの整備作業 0.0 0.5 

40 CCK ゲージの取り扱い 0.0 0.5 

41 CCK ゲージの整備作業 0.0 0.5 

42 トーイン・ゲージの取り扱い 0.0 0.5 

43 トーイン・ゲージの整備作業 0.0 0.5 

44 光学式４輪アライメント・テスタの取り扱い 0.0 0.5 

45 光学式４輪アライメント・テスタの整備作業 0.0 0.5 

 

【成績の評価方法・基準】 

・自動車の「どこ」を「どのように」点検し、整備するかを、学生一人一人考えてもらいたいので、定期試験とレポートのほか、実習中における

行動力も加味する。 

 

 

【教科書・配付資料】 

・二級シャシ 日本自動車整備振興会連合会 
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

実 験 実 習 

検 査 
BWRE0-06-DP3 ２ 必修 山田 茂樹*1 

 

【到達目標】 

（１）１年、２年定期点検整備を行うことができる。 

（２）道路運送車両法の概要を理解できる。 

（３）テスターや検査用機器を取り扱うことができる。 

 

【学習内容】 

公道を走行するすべての自動車には、「道路運送車両法」が適用される。自動車を「検査」するということは、この道路運送車両法に適合し

ているか否かを見極めることである。 

本実習においては、道路運送車両法で定められている、３ヶ月点検、１２ヶ月点検、１年点検、２年点検の内容とそれぞれの点検方法、良

否の判定基準を覚え、また、さまざまな最新のテスター、検査用機器を用いて、自動車の各機構が保安基準に適合しているか、正常に機能し

ているかを点検し、車両が安全に走行できるか判断基準を理解する。 

さらに点検の結果、道路運送車両法に適合していない場合は、部品の交換、修理、調整をすることにより正常な機能に戻せる実習を行う。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ ガイダンス（授業説明、車両説明）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その日の授業でどのようなことを学んだの

かを思い出して、気づいた点などをまとめ

ておくこと。 

0.0 0.5 

２ 日常点検基準説明 0.0 0.5 

３ 日常点検の実施要領 0.0 0.5 

４ 自家用乗用自動車における１年点検整備説明 0.0 0.5 

５ 点検整備記録簿の記載方法 0.0 0.5 

６ １年点検整備における車両取り扱い方法 0.0 0.5 

７ １年点検整備におけるエンジン整備方法 0.0 0.5 

８ １年点検整備におけるエンジン整備作業 0.0 0.5 

９ １年点検整備におけるブレーキ整備方法 0.0 0.5 

10 １年点検整備におけるブレーキ整備作業 0.0 0.5 

11 １年点検整備における総合点検方法 0.0 0.5 

12 １年点検整備における総合点検作業 0.0 0.5 

13 自家用乗用自動車における２年点検整備説明 0.0 0.5 

14 指定整備記録簿の記載方法 0.0 0.5 

15 ２年点検整備における受け入れ検査 0.0 0.5 

16 ２年点検整備におけるエンジン整備方法 0.0 0.5 

17 ２年点検整備におけるエンジン整備作業 0.0 0.5 

18 ２年点検整備におけるブレーキ整備方法 0.0 0.5 

19 ２年点検整備におけるブレーキ整備作業 0.0 0.5 

20 ２年点検整備における総合点検方法 0.0 0.5 

21 ２年点検整備における総合点検作業 0.0 0.5 

22 タイヤ，ホイールの構造 0.0 0.5 

23 タイヤ・チェンジャーの取り扱い 0.0 0.5 

24 ホイール・バランサの取り扱い 0.0 0.5 

25 道路運送車両法の概要 0.0 0.5 

26 道路運送車両法の概要 0.0 0.5 

27 検査業務の概要 0.0 0.5 

28 ブレーキ・テスタの取り扱い 0.0 0.5 

29 ブレーキ・テスタの整備作業 0.0 0.5 

30 スピードメータ・テスターの取り扱い 0.0 0.5 

31 スピードメータ・テスターの整備作業 0.0 0.5 

32 CO・HC テスターの取り扱い 0.0 0.5 

33 CO・HC テスターの整備作業 0.0 0.5 

34 スモーク・メータ，オパシメータの取り扱い 0.0 0.5 

35 スモーク・メータ，オパシメータの整備作業 0.0 0.5 

36 ヘッドライト・テスタの取り扱い 0.0 0.5 

37 ヘッドライト・テスタの整備作業 0.0 0.5 

38 サイドスリップ・テスタの取り扱い 0.0 0.5 

39 サイドスリップ・テスタの整備作業 0.0 0.5 

40 CCK ゲージの取り扱い 0.0 0.5 

41 CCK ゲージの整備作業 0.0 0.5 

42 トーイン・ゲージの取り扱い 0.0 0.5 

43 トーイン・ゲージの整備作業 0.0 0.5 

44 光学式４輪アライメント・テスタの取り扱い 0.0 0.5 

45 光学式４輪アライメント・テスタの整備作業 0.0 0.5 

 

【成績の評価方法・基準】 

・自動車の「どこ」を「どのように」点検し、整備するかを、学生一人一人考えてもらいたいので、定期試験とレポートのほか、実習中における

行動力も加味する。 

 

 

【教科書・配付資料】 

・二級シャシ 日本自動車整備振興会連合会 
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2 年 次

・三級自動車シャシ 日本自動車整備振興会連合会 

・法令教材  日本自動車整備振興会連合会 

・実験実習・検査 

 

【参考書】 

・特に指定しない。 

 

【オフィスアワー】 

・月～金曜日 １６：１０～１７：００ 実習センター２階ラボ 

 

【その他（履修の要件など）】 

・中間試験後の次の授業時に答案の返却と解説を行います。 

・定期試験後に模範解答を実習棟・検査教室に掲示します。 
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

実 験 実 習 

計測・フロント実務 
BORE0-07-DP3 ２ 必修 前田  茂*1 

 

 

【到達目標】 

（１）お客様の車に接する整備士の心得、また対応についての知識を習得する。 

（２）サーキット テスタ、オシロスコープ並びに診断機が活用できる。 

（３）車両配線図を理解し、故障診断の流れを理解する。 

 

【学習内容】 

現在の自動車は電子制御化が進み、自動車を理解する上では電気は避けては通れない項目です。 

各自動車メーカーでは、それを考慮し車両に事故診断機能を搭載し、不具合箇所の診断を行えるようにし、極力電子化された部品の

故障を素早く探知できるようにしています。しかし、最終的な診断や原因の究明・修理は整備士が行います。 

本実習では、故障探求に関わる自動車の制御系電気をはじめ、サービスマニュアルや電気配線図を読み、診断・修理を基本に、車両

の入庫に関するお客様への対応まで総合的な「修理」を学びます。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 実習の概要 「計る」ということの意味を再確認をする。 0.0 0.0 

２ サービスフロントの接客対応 配付資料 0.0 0.0 

３ サービスフロントの接客対応 配付資料 0.0 0.0 

４ サービスフロントの接客対応 配付資料 0.0 0.0 

５ サークルチェックの基本 配付資料 0.0 0.0 

６ サークルチェックの実施 配付資料 0.0 0.0 

７ エンジン始動前点検の説明 実習ノート「計測」p13-17 0.0 0.0 

８ エンジン始動前点検 実習ノート「計測」p13-17 0.0 0.0 

９ 電気の基礎 配付資料 0.0 0.0 

10 電磁誘導について 配付資料 0.0 0.0 

11 サーキットテスタの基本 実習ノート「計測」p6-7 0.0 0.0 

12 サーキットテスタの使い方 実習ノート「計測」p6-7 0.0 0.0 

13 サーキットテスタの応用点検 実習ノート「計測」p6-7，p68-69 0.0 0.0 

14 サーキットテスタの応用点検 実習ノート「計測」p6-7，p68-69 0.0 0.0 

15 オシロスコープの基本 実習ノート「計測」p8-12 0.0 0.0 

16 オシロスコープの使い方 実習ノート「計測」p8-12 0.0 0.0 

17 オシロスコープの応用点検 実習ノート「計測」p8-12，p70 0.0 0.0 

18 オシロスコープの応用点検 実習ノート「計測」p8-12，p70 0.0 0.0 

19 電子制御式燃料噴射装置の基本 二級ガソリン自動車 エンジン編 p105-123 0.0 0.0 

20 電子制御式燃料噴射装置の点検 二級ガソリン自動車 エンジン編 p105-123 0.0 0.0 

21 点火系統の基本 二級ガソリン自動車 エンジン編 p129-135 0.0 0.0 

22 点火系統の点検 二級ガソリン自動車 エンジン編 p129-135 0.0 0.0 

23 実習中間期のまとめ 二級ガソリン自動車 エンジン編 実習ノート 0.0 0.0 

24 実習中間期のまとめ 二級ガソリン自動車 エンジン編 実習ノート 0.0 0.0 

25 配線図の基本 配付資料 0.0 0.0 

26 配線図の読み取り方 配付資料 各メーカ配線図 0.0 0.0 

27 配線図と実車の確認 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

28 配線図と実車の確認 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

29 故障診断の基本 二級ガソリン自動車 エンジン編 p141-145 0.0 0.0 

30 故障診断の進め方 二級ガソリン自動車 エンジン編 p141-145 0.0 0.0 

31 故障探求の基礎 二級ガソリン自動車 エンジン編 p141-145 0.0 0.0 

32 故障探求の基礎 二級ガソリン自動車 エンジン編 p141-145 0.0 0.0 

33 故障探求の応用① 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

34 故障探求の応用① 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

35 故障探求の応用① 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

36 故障探求の応用① 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

37 故障探求の応用② 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

38 故障探求の応用② 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

39 故障探求の応用② 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

40 故障探求の応用② 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

41 診断機の基本 二級ガソリン自動車 エンジン編 p105-106 0.0 0.0 

42 診断機の点検方法 二級ガソリン自動車 エンジン編 p105-106 0.0 0.0 

43 診断機にて点検 配付資料 0.0 0.0 

44 診断機にて点検 配付資料 0.0 0.0 

45 まとめ 二級ガソリン自動車 エンジン編 配布資料 0.0 0.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・中間試験、定期試験の結果を基本とし、受講態度、提出するレポート等において総合評価する。 

 

【教科書・配付資料】 

・二級ガソリン自動車・エンジン編 日本自動車整備振興会連合会 

・三級自動車ガソリン・エンジン  日本自動車整備振興会連合会 
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

実 験 実 習 

計測・フロント実務 
BORE0-07-DP3 ２ 必修 前田  茂*1 

 

 

【到達目標】 

（１）お客様の車に接する整備士の心得、また対応についての知識を習得する。 

（２）サーキット テスタ、オシロスコープ並びに診断機が活用できる。 

（３）車両配線図を理解し、故障診断の流れを理解する。 

 

【学習内容】 

現在の自動車は電子制御化が進み、自動車を理解する上では電気は避けては通れない項目です。 

各自動車メーカーでは、それを考慮し車両に事故診断機能を搭載し、不具合箇所の診断を行えるようにし、極力電子化された部品の

故障を素早く探知できるようにしています。しかし、最終的な診断や原因の究明・修理は整備士が行います。 

本実習では、故障探求に関わる自動車の制御系電気をはじめ、サービスマニュアルや電気配線図を読み、診断・修理を基本に、車両

の入庫に関するお客様への対応まで総合的な「修理」を学びます。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 実習の概要 「計る」ということの意味を再確認をする。 0.0 0.0 

２ サービスフロントの接客対応 配付資料 0.0 0.0 

３ サービスフロントの接客対応 配付資料 0.0 0.0 

４ サービスフロントの接客対応 配付資料 0.0 0.0 

５ サークルチェックの基本 配付資料 0.0 0.0 

６ サークルチェックの実施 配付資料 0.0 0.0 

７ エンジン始動前点検の説明 実習ノート「計測」p13-17 0.0 0.0 

８ エンジン始動前点検 実習ノート「計測」p13-17 0.0 0.0 

９ 電気の基礎 配付資料 0.0 0.0 

10 電磁誘導について 配付資料 0.0 0.0 

11 サーキットテスタの基本 実習ノート「計測」p6-7 0.0 0.0 

12 サーキットテスタの使い方 実習ノート「計測」p6-7 0.0 0.0 

13 サーキットテスタの応用点検 実習ノート「計測」p6-7，p68-69 0.0 0.0 

14 サーキットテスタの応用点検 実習ノート「計測」p6-7，p68-69 0.0 0.0 

15 オシロスコープの基本 実習ノート「計測」p8-12 0.0 0.0 

16 オシロスコープの使い方 実習ノート「計測」p8-12 0.0 0.0 

17 オシロスコープの応用点検 実習ノート「計測」p8-12，p70 0.0 0.0 

18 オシロスコープの応用点検 実習ノート「計測」p8-12，p70 0.0 0.0 

19 電子制御式燃料噴射装置の基本 二級ガソリン自動車 エンジン編 p105-123 0.0 0.0 

20 電子制御式燃料噴射装置の点検 二級ガソリン自動車 エンジン編 p105-123 0.0 0.0 

21 点火系統の基本 二級ガソリン自動車 エンジン編 p129-135 0.0 0.0 

22 点火系統の点検 二級ガソリン自動車 エンジン編 p129-135 0.0 0.0 

23 実習中間期のまとめ 二級ガソリン自動車 エンジン編 実習ノート 0.0 0.0 

24 実習中間期のまとめ 二級ガソリン自動車 エンジン編 実習ノート 0.0 0.0 

25 配線図の基本 配付資料 0.0 0.0 

26 配線図の読み取り方 配付資料 各メーカ配線図 0.0 0.0 

27 配線図と実車の確認 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

28 配線図と実車の確認 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

29 故障診断の基本 二級ガソリン自動車 エンジン編 p141-145 0.0 0.0 

30 故障診断の進め方 二級ガソリン自動車 エンジン編 p141-145 0.0 0.0 

31 故障探求の基礎 二級ガソリン自動車 エンジン編 p141-145 0.0 0.0 

32 故障探求の基礎 二級ガソリン自動車 エンジン編 p141-145 0.0 0.0 

33 故障探求の応用① 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

34 故障探求の応用① 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

35 故障探求の応用① 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

36 故障探求の応用① 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

37 故障探求の応用② 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

38 故障探求の応用② 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

39 故障探求の応用② 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

40 故障探求の応用② 各メーカ 配線図 0.0 0.0 

41 診断機の基本 二級ガソリン自動車 エンジン編 p105-106 0.0 0.0 

42 診断機の点検方法 二級ガソリン自動車 エンジン編 p105-106 0.0 0.0 

43 診断機にて点検 配付資料 0.0 0.0 

44 診断機にて点検 配付資料 0.0 0.0 

45 まとめ 二級ガソリン自動車 エンジン編 配布資料 0.0 0.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・中間試験、定期試験の結果を基本とし、受講態度、提出するレポート等において総合評価する。 

 

【教科書・配付資料】 

・二級ガソリン自動車・エンジン編 日本自動車整備振興会連合会 

・三級自動車ガソリン・エンジン  日本自動車整備振興会連合会 
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【参考書】 

・各メーカーのサービスマニュアル 

 

【オフィスアワー】 

・木曜日 16:15～17:00 実習センター２階ラボ 

 

【その他（履修の要件など）】 

・実習作業においては、実車を使用します。稼働運転中のエンジンルームの計測点検を行うので、安全確認を行い、事故・怪我等ないように注

意を払うこと。また、実車に乗り込み点検を行います。お客様の車を扱うつもりで、丁寧に車両に接すること。 

・レポートは添削して返却する。中間試験については、次の授業の際に答案を返却し解説を行う。 
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

実 践 ラ リ ー CPSP1-01-DP2 １ 選択 
大橋 智樹*2 

舘  成哲*1 

 

【到達目標】 

（１）自ら良く考え、安全な作業を迅速に行えるようになる。 

（２）チームワークを尊び、事前準備と整理整頓の重要性を理解する。 

（３）モータースポーツの概要を知り、ラリーのルールを理解する。 

 

【学習内容】 

本講座では、国際ラリーというモータースポーツを実践教育の場とすることにより、安全・確実・迅速を主軸とする整備作業を追及する。ま

た、如何にチームを機能させ、制限された時間の中でより多くの整備を行うか、繰り返しトレーニングを行うことによりチームワーク更には事

前準備と整理整頓の重要性を認識し、サービススタッフとしての素養を身に付ける。 

ラリー業界の学外講師を招いた講習など、課外イベントも随時取り入れ、受講者の参戦意欲と技術の向上を図り、国際ラリーへの参戦メンバ

ーを選抜する。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ ガイダンス 講義概要を熟読しておく 1.0  

２ 
ラリー競技の解説 

実技（ジャッキアップ＆ダウン） 

ラリー競技について調査しておく 

実技内容をイメージトレーニングする 
1.0 1.0 

３ 
車両規定の解説 

実技（タイヤ交換） 

車両規定について調査しておく 

実技内容をイメージトレーニングする 
1.0 1.0 

４ 
整備規則の解説 

実技（ストラット交換） 

整備規則について調査しておく 

実技内容をイメージトレーニングする 
1.0 1.0 

５ 
公式車検の解説 

実技（ドライブシャフト交換） 

公式車検について調査しておく 

実技内容をイメージトレーニングする 
1.0 1.0 

６ 実技（ブレーキ系統交換） 実技内容をイメージトレーニングする 0.0 1.0 

７ 実技（15 分サービス） 実技内容をイメージトレーニングする 0.0 1.0 

８ 実技（20 分サービス①） 実技内容をイメージトレーニングする 0.0 1.0 

９ 実技（外装部品交換） 実技内容をイメージトレーニングする 0.0 1.0 

10 実技（20 分サービス②） 実技内容をイメージトレーニングする 0.0 1.0 

11 実技（45 分サービス） 実技内容をイメージトレーニングする 0.0 1.0 

12 実技（トラブルシューティング） 実技内容をイメージトレーニングする 0.0 1.0 

13 実技（不整地でのサービス） 実技内容をイメージトレーニングする 0.0 1.0 

14 実技（夜間サービスへの対応） 実技内容をイメージトレーニングする 0.0 1.0 

15 参戦メンバー発表と参戦ガイダンス 参戦ガイダンスに従い、今後の予定を計画する 0.0 3.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・筆記試験としては、競技車両の部品名称及び締付トルク試験を実施するが、15 分程度の理解度テストも適宜実施する場合もある。また、①履

修への取り組み姿勢がチャレンジ精神に溢れていたか、②課外練習により自らを向上させられたか、③チームワークを尊び学生らしい生活が

送れたか、を重視し総合的に評価する。 

 

【教科書・配付資料】 

・配付資料 

 

【参考書】 

・特に指定しない。 

 

【オフィスアワー】 

・平日 ８：４５～９：００ テクニカルセンター１階研究室 

※出張などで不在の場合もあり得る。 

 

【その他（履修の要件など）】 

・規律正しい学生生活を送り、良好な体調での受講を心がけること。 

・チームメートとミーティングを繰り返し、活発な議論によって、より良い作業手順を考え出すこと。 

・「世界ラリー実習」を受講する学生は、本講義を受講修了した学生を主として選抜される。 

・筆記試験を実施した場合は、試験終了後に自己採点及び解説を行う。 
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

実 践 ラ リ ー CPSP1-01-DP2 １ 選択 
大橋 智樹*2 

舘  成哲*1 

 

【到達目標】 

（１）自ら良く考え、安全な作業を迅速に行えるようになる。 

（２）チームワークを尊び、事前準備と整理整頓の重要性を理解する。 

（３）モータースポーツの概要を知り、ラリーのルールを理解する。 

 

【学習内容】 

本講座では、国際ラリーというモータースポーツを実践教育の場とすることにより、安全・確実・迅速を主軸とする整備作業を追及する。ま

た、如何にチームを機能させ、制限された時間の中でより多くの整備を行うか、繰り返しトレーニングを行うことによりチームワーク更には事

前準備と整理整頓の重要性を認識し、サービススタッフとしての素養を身に付ける。 

ラリー業界の学外講師を招いた講習など、課外イベントも随時取り入れ、受講者の参戦意欲と技術の向上を図り、国際ラリーへの参戦メンバ

ーを選抜する。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ ガイダンス 講義概要を熟読しておく 1.0  

２ 
ラリー競技の解説 

実技（ジャッキアップ＆ダウン） 

ラリー競技について調査しておく 

実技内容をイメージトレーニングする 
1.0 1.0 

３ 
車両規定の解説 

実技（タイヤ交換） 

車両規定について調査しておく 

実技内容をイメージトレーニングする 
1.0 1.0 

４ 
整備規則の解説 

実技（ストラット交換） 

整備規則について調査しておく 

実技内容をイメージトレーニングする 
1.0 1.0 

５ 
公式車検の解説 

実技（ドライブシャフト交換） 

公式車検について調査しておく 

実技内容をイメージトレーニングする 
1.0 1.0 

６ 実技（ブレーキ系統交換） 実技内容をイメージトレーニングする 0.0 1.0 

７ 実技（15 分サービス） 実技内容をイメージトレーニングする 0.0 1.0 

８ 実技（20 分サービス①） 実技内容をイメージトレーニングする 0.0 1.0 

９ 実技（外装部品交換） 実技内容をイメージトレーニングする 0.0 1.0 

10 実技（20 分サービス②） 実技内容をイメージトレーニングする 0.0 1.0 

11 実技（45 分サービス） 実技内容をイメージトレーニングする 0.0 1.0 

12 実技（トラブルシューティング） 実技内容をイメージトレーニングする 0.0 1.0 

13 実技（不整地でのサービス） 実技内容をイメージトレーニングする 0.0 1.0 

14 実技（夜間サービスへの対応） 実技内容をイメージトレーニングする 0.0 1.0 

15 参戦メンバー発表と参戦ガイダンス 参戦ガイダンスに従い、今後の予定を計画する 0.0 3.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・筆記試験としては、競技車両の部品名称及び締付トルク試験を実施するが、15 分程度の理解度テストも適宜実施する場合もある。また、①履

修への取り組み姿勢がチャレンジ精神に溢れていたか、②課外練習により自らを向上させられたか、③チームワークを尊び学生らしい生活が

送れたか、を重視し総合的に評価する。 

 

【教科書・配付資料】 

・配付資料 

 

【参考書】 

・特に指定しない。 

 

【オフィスアワー】 

・平日 ８：４５～９：００ テクニカルセンター１階研究室 

※出張などで不在の場合もあり得る。 

 

【その他（履修の要件など）】 

・規律正しい学生生活を送り、良好な体調での受講を心がけること。 

・チームメートとミーティングを繰り返し、活発な議論によって、より良い作業手順を考え出すこと。 

・「世界ラリー実習」を受講する学生は、本講義を受講修了した学生を主として選抜される。 

・筆記試験を実施した場合は、試験終了後に自己採点及び解説を行う。 
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2 年 次

科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

世 界 ラ リ ー 実 習 CPSE2-01-DP2 ２ 選択 

大橋 智樹*2 

野尻 賢一*1 

舘  成哲*1 

 

【到達目標】 

（１）整備トレーニングを繰り返し、安全な作業を行うことができるようになる。 

（２）膨大な準備作業を消化し、国際ラリーに参戦することができる。 

（３）国際ラリーで完走し、チームを次年度に引き継ぐ。 

 

【学習内容】 

本講座は、「実践ラリー」の受講者を主とする選抜メンバーにて、国際格式のラリー選手権の何れか１戦に Takayama College Rally Team の

一員として参戦するという実習授業である。その役割はメカニックまたはマネージャー補佐である。 

実際の競技は約３日間だが、参戦渡航は１２日間前後にも及ぶ。また、ラリー車両をスタートさせるまでの膨大な準備作業、本戦中のサー

ビス、競技終了後の片付けなど、肉体的にも精神的にも辛い期間であるが、それまでのトレーニングしてきたことを活かし、完走という結果

で締めくくって欲しい。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 機材の準備，梱包 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

２ 機材の準備，梱包 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

３ 機材の準備，梱包 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

４ 学内での車両セットアップ 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

５ 学内での車両セットアップ 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

６ 学内での車両セットアップ 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

７ 現地ワークショップの開設 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

８ 現地ワークショップの開設 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

９ 現地ワークショップの開設 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

10 レッキ車両の最終仕上げ 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

11 レッキ車両の最終仕上げ 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

12 レッキ車両の最終仕上げ 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

13 ラリー車両の最終仕上げ 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

14 ラリー車両の最終仕上げ 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

15 ラリー車両の最終仕上げ 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

16 レッキサービス 世界ラリー実習テキスト 2.0 1.0 

17 レッキサービス 世界ラリー実習テキスト 2.0 1.0 

18 レッキサービス 世界ラリー実習テキスト 2.0 1.0 

19 公式車検 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

20 公式車検 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

21 公式車検 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

22 シェイクダウン 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

23 シェイクダウン 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

24 シェイクダウン 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

25 セレモニアルスタート 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

26 セレモニアルスタート 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

27 レグ１（15 分サービス） 世界ラリー実習テキスト 2.0 1.0 

28 レグ１（15 分サービス） 世界ラリー実習テキスト 2.0 1.0 

29 レグ１（20 分サービス） 世界ラリー実習テキスト 2.0 1.0 

30 レグ１（20 分サービス） 世界ラリー実習テキスト 2.0 1.0 

31 レグ１（45 分サービス） 世界ラリー実習テキスト 2.0 1.0 

32 レグ１（45 分サービス） 世界ラリー実習テキスト 2.0 1.0 

33 レグ１（45 分サービス） 世界ラリー実習テキスト 2.0 1.0 

34 レグ２（15 分サービス） 世界ラリー実習テキスト 2.0 1.0 

35 レグ２（15 分サービス） 世界ラリー実習テキスト 2.0 1.0 

36 レグ２（20 分サービス） 世界ラリー実習テキスト 2.0 1.0 

37 レグ２（20 分サービス） 世界ラリー実習テキスト 2.0 1.0 

38 レグ２（10 分サービス） 世界ラリー実習テキスト 2.0 1.0 

39 レグ２（10 分サービス） 世界ラリー実習テキスト 2.0 1.0 

40 ワークショップ撤収と機材梱包 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

41 ワークショップ撤収と機材梱包 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

42 ワークショップ撤収と機材梱包 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

43 大学にて機材の受け取りと整理 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

44 大学にて機材の受け取りと整理 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

45 大学にて機材の受け取りと整理 世界ラリー実習テキスト 1.0 0.5 

 

【成績の評価方法・基準】 

・参戦後のレポート提出を義務付ける。加えて、準備と片付けを含めた参戦期間中に、①安全・確実・迅速を履行することはできたか、②体調の

維持管理に努めることはできたか、③実践ラリーで学んだ知識と技術を発揮することはできたか、④チームワークに重きを置いた言動をするこ

とができたか、を総合的に評価する。 

 

【教科書・配付資料】 

・世界ラリー実習テキストを配付する。 
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2 年 次



 

【参考書】 

・特に指定しない。 

 

【オフィスアワー】 

・平日 ８：４５～９：００ テクニカルセンター１階研究室 

※出張などで不在の場合もあり得る 

 

【その他（履修の要件など）】 

・規律正しい学生生活を送り、良好な体調での参戦を心がけること。 

・作業中は安全に留意し、周囲の学生と声を掛け合いながら進めること。 

・チームメートと緊密に情報の共有化を図り、リーダーやスタッフへの迅速な報告を心がけること。 

・本講座は、「実践ラリー」を受講修了した学生を主と選抜学生で行われる。 

・その都度質疑応答を行う。 
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2 年 次



 

【参考書】 

・特に指定しない。 

 

【オフィスアワー】 

・平日 ８：４５～９：００ テクニカルセンター１階研究室 

※出張などで不在の場合もあり得る 

 

【その他（履修の要件など）】 

・規律正しい学生生活を送り、良好な体調での参戦を心がけること。 

・作業中は安全に留意し、周囲の学生と声を掛け合いながら進めること。 

・チームメートと緊密に情報の共有化を図り、リーダーやスタッフへの迅速な報告を心がけること。 

・本講座は、「実践ラリー」を受講修了した学生を主と選抜学生で行われる。 

・その都度質疑応答を行う。 
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2 年 次

科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

レーシングカート整備 CPSP0-02-DP2 １ 選択 
前田 茂*1 

吉田 椋*1 

 

【到達目標】 

（１）レーシング・カートのメンテナンスを一人で行える。 

（２）カートの整備を通して，自動車の基本構造を理解する。 

（３）レースに参加し，整備の実践経験を積むと共に，整備の大切さを知る。 

 

【学習内容】 

レーシング・カートは遊園地などにあるゴーカートとは全く性格を異にするマシーンで、ドライビング・テクニックを極めたい人の入門カ

テゴリとして親しまれています。レーシング・カートの競技者は，国内でも小学生から一般社会人，ビギナーからプロフェッショナルまで数

多く存在し，各地でレースも開催されています。 

本講座（実習）では，レーシング・カートの整備を通して自動車の基本構造を理解し，エンジンはもとよりシャシを含めた整備全般の知識

を深めると共に，セッティングの違いによる走行性能の違いを理解することを目指しています。 

今まで趣味としてカートレースを行っていた学生は，さらに自分でマシーンの性能アップを考えるチャンスです。また，レーシング・カー

トに興味はあるがやったことがない学生も始めるには良い機会だと考えます。自動車の基本的な構造をもっと知っておきたい学生にも非常に

良い講座だと思います。 

なお，講座の中で一般のカート愛好家が主催する走行会に参加したり，耐久レースに参加するための燃料代，保険料と宿泊費，車両のメン

テナンス費用として１万円（レース，走行会参加費は別）を預からせてもらいます（年度終了時に余った費用は返却します）。 

さらに本学のオープン・キャンパスにてデモンストレーション走行や見学会参加者への操縦方法の指導を手伝ってもらいますので，興味が

あり責任感のある学生の受講を待っています。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 概要 カート・レースのビデオをネット等で見る 0.0 1.0 

２ レーシング・カートの基礎知識 カートの乗車・下車、エンジン始動方法を確認する 0.0 1.0 

３     〃 ブレーキ、アクセル、ハンドルの操作を確認する 0.0 1.0 

４ エンジンの構造と調整 タイヤ・ホイールの脱着方法の確認 0.0 1.0 

５     〃 タイヤの組み換え方法の確認 0.0 1.0 

６ シャシ全般の構造と調整 エンジンのオイル、エア・クリーナの交換方法の確認 0.0 1.0 

７     〃 エンジンの点火プラグ、ケーブルの交換方法の確認 0.0 1.0 

８ 走行実験と整備実習① エンジンの脱着方法を確認する 0.0 1.0 

９     〃 エンジン回り、フレームの清掃方法を確認する 0.0 1.0 

10 走行実験と整備実習② チェーンのテンショナの調整方法を確認する 0.0 1.0 

11     〃 チェーン・スプロケットの整列状態を確認する 0.0 1.0 

12 走行実験と整備実習③ ホイール・アライメントの調整方法を確認する 0.0 1.0 

13     〃 空気圧、アライメントの違いによる走行の違いを確認 0.0 1.0 

14 校外実習（耐久レース参加） サーキットの走行方法、リザルトの確認 0.0 1.0 

15     〃 サーキットの旗信号を確認する 0.0 1.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・受講態度に重点をおき成績評価を行う。 

・受講態度では，積極性と協調性を評価のポイントとする。 

 

【教科書・配付資料】 

・三級自動車ガソリン・エンジン    日本自動車整備振興会連合会 

・三級自動車シャシ          日本自動車整備振興会連合会 

 

【参考書】 

・特に指定しない。 

 

【オフィスアワー】 

・月～金曜日 １６：１０～１７：００ テクニカルセンター２階研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・授業の際に質疑応答を行う。 
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

フォーミュラ・メカニズム CPSP0-03-DP2 1 選択 
大坪 嵩彬*2 

徳升 広平*1 

 

【到達目標】 

（１）フォーミュラ・カーの基本構造を理解する。 

（２）安全に十分配慮して作業が行えることを目指す。 

（３）マシンを整備するための基礎的な整備技術を身につけることを目指す。 

 

【学習内容】 

時速 200 キロ以上で走行し刹那を競うフォーミュラ・マシンには、自動車に対する高度な知識と整備技術が要求される。ジャッキ

アップやタイヤの脱着、ホイールナットのトルクチェックなど、メカニックの基礎的な作業から授業を行っていく。簡単な作業に見

えるが、これらが一つでも欠けては安全かつ速くマシンを走らせることができない。安全かつ正確な作業が要求されることを学んで

ほしい。 

この授業を通じて自動車に対する視野を広げ、レーシング・メカニックやレーシング・ドライバーなどの将来の進路や夢の足がか

りとしてほしい。 

教材は FJ1600 車両を使用する。 

なお、講義の中で実際にサーキットのレースに参加し、レーシングメカニック体験授業を行う。ピットクルーとしてのエントリー

費、宿泊費等は自己負担とする。 

 

【授業計画】 

回数 授業内容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ ガイダンス  0．0 0．0 

２ モータースポーツの基礎知識 
レースやピット作業などの動画をネット等で見

る 
0．0 1．0 

３ 教材車両の注意事項 一般車両と競技車両の違いを確認する 0．0 0．5 

４ 安全作業の基本 安全な作業の仕方を復習しておく 0．0 0．5 

５ 車両の構造  0．0 0．5 

６ エンジンの構造 乗用車のエンジンとの違いを考える 0．0 0．5 

７ 〃  0．0 0．5 

８ ステアリングの構造 
一般車両のステアリング装置との違いを確認す

る 
0．0 0．5 

９ サスペンションの構造 一般車両のサスペンションとの違いを確認する 0．0 0．5 

10 ブレーキの構造 一般車両のブレーキとの違いを確認する 0．0 0．5 

11 フレームの構造 競技車両特有のフレームについて確認する 0．0 0．5 

12 エンジンの整備  0．0 0．5 

13 シャシの整備  0．0 0．5 

14 
校外実習（レースメカニック体験） サーキットでのピット作業などを確認する。 

0．0 0．5 

15 0．0 0．5 

 

【成績の評価方法・基準】 

・受講態度とレポート課題内容から総合的に評価する。 

・安全に十分配慮し、確実な作業ができること。率先して授業に参加し、積極的にマシンに触れてもらいたい。 

 

【教科書・配付資料】 

・配付資料 

 

【参考書】 

・使用しない。 

 

【オフィスアワー】 

・平日 16：10～17：00 実習センター２F ラボ 

 

【その他（履修の要件など）】 

・レポート課題の提出は期限を守ること。 

・レポート課題は確認後、希望者には返却する。 
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

フォーミュラ・メカニズム CPSP0-03-DP2 1 選択 
大坪 嵩彬*2 

徳升 広平*1 

 

【到達目標】 

（１）フォーミュラ・カーの基本構造を理解する。 

（２）安全に十分配慮して作業が行えることを目指す。 

（３）マシンを整備するための基礎的な整備技術を身につけることを目指す。 

 

【学習内容】 

時速 200 キロ以上で走行し刹那を競うフォーミュラ・マシンには、自動車に対する高度な知識と整備技術が要求される。ジャッキ

アップやタイヤの脱着、ホイールナットのトルクチェックなど、メカニックの基礎的な作業から授業を行っていく。簡単な作業に見

えるが、これらが一つでも欠けては安全かつ速くマシンを走らせることができない。安全かつ正確な作業が要求されることを学んで

ほしい。 

この授業を通じて自動車に対する視野を広げ、レーシング・メカニックやレーシング・ドライバーなどの将来の進路や夢の足がか

りとしてほしい。 

教材は FJ1600 車両を使用する。 

なお、講義の中で実際にサーキットのレースに参加し、レーシングメカニック体験授業を行う。ピットクルーとしてのエントリー

費、宿泊費等は自己負担とする。 

 

【授業計画】 

回数 授業内容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ ガイダンス  0．0 0．0 

２ モータースポーツの基礎知識 
レースやピット作業などの動画をネット等で見

る 
0．0 1．0 

３ 教材車両の注意事項 一般車両と競技車両の違いを確認する 0．0 0．5 

４ 安全作業の基本 安全な作業の仕方を復習しておく 0．0 0．5 

５ 車両の構造  0．0 0．5 

６ エンジンの構造 乗用車のエンジンとの違いを考える 0．0 0．5 

７ 〃  0．0 0．5 

８ ステアリングの構造 
一般車両のステアリング装置との違いを確認す

る 
0．0 0．5 

９ サスペンションの構造 一般車両のサスペンションとの違いを確認する 0．0 0．5 

10 ブレーキの構造 一般車両のブレーキとの違いを確認する 0．0 0．5 

11 フレームの構造 競技車両特有のフレームについて確認する 0．0 0．5 

12 エンジンの整備  0．0 0．5 

13 シャシの整備  0．0 0．5 

14 
校外実習（レースメカニック体験） サーキットでのピット作業などを確認する。 

0．0 0．5 

15 0．0 0．5 

 

【成績の評価方法・基準】 

・受講態度とレポート課題内容から総合的に評価する。 

・安全に十分配慮し、確実な作業ができること。率先して授業に参加し、積極的にマシンに触れてもらいたい。 

 

【教科書・配付資料】 

・配付資料 

 

【参考書】 

・使用しない。 

 

【オフィスアワー】 

・平日 16：10～17：00 実習センター２F ラボ 

 

【その他（履修の要件など）】 

・レポート課題の提出は期限を守ること。 

・レポート課題は確認後、希望者には返却する。 
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2 年 次

科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

HOW TO MOTORBIKE CPSF2-06A-DP2 １ 選択  

 

【到達目標】 

（１）モーターサイクルの特性を理解する。 

（２）エンジン、シャシ、エレクトリカルのメンテナンスを理解し、実践できる。 

（３）トラブルシューティングの基本を理解し、実践できる。 

 

【学習内容】 

モーターサイクルは、「走る」「曲る」「止まる」の基本特性があり、それは「動力性能」「操縦/安定性」「制動性能」の基本性能と言い換え

ることができます。 

また、ライダー側からみるモーターサイクルは、「快適性」「安全性」の基本特性があります。「快適性」とは、モーターサイクルを操縦する

楽しさや、体に感じる振動や音の大きさ、風の当たり具合など、ライダーの乗り心地に深く関係することです。「安全性」とは、保安基準に適

合していることや、本来の基本性能である「動力性能」「操縦/安定性」「制動性能」が常に維持されていることです。 

本講座では、モーターサイクルの「快適性」を理解し、「安全性」をテーマに、エンジン、シャシ、エレクトリカルのメンテナンスとトラブ

ルシューティングについて、車両を使用して講義を行います。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ モーターサイクルの特性 
モーターサイクルと四輪車の違いを確認し、モータ

ーサイクルの特性を理解する 
0.5 1.0 

２ モーターサイクルのメンテナンス 
モーターサイクルのメンテナンス方法･要領を、車両

を使用して習得する 
0.5 1.0 

３ エンジン・メンテナンス１ 燃料装置のメンテナンスについて理解する 0.5 1.0 

４ エンジン・メンテナンス２ 吸排気･潤滑装置のメンテナンスについて理解する 0.5 1.0 

５ エンジン・メンテナンス３ 動力伝達装置のメンテナンスについて理解する 0.5 1.0 

６ シャシ・メンテナンス１ ブレーキ装置のメンテナンスについて理解する 0.5 1.0 

７ シャシ・メンテナンス２ 
ステアリング・サスペンション装置のメンテナンス

について理解する 
0.5 1.0 

８ シャシ・メンテナンス３ 
タイヤ・ホイール装置のメンテナンスについて理解

する 
0.5 1.0 

９ エレクトリカル・メンテナンス１ 点火装置のメンテナンスについて理解する 0.5 1.0 

10 エレクトリカル・メンテナンス２ 充電装置のメンテナンスについて理解する 0.5 1.0 

11 エレクトリカル・メンテナンス３ 灯火装置のメンテナンスについて理解する 0.5 1.0 

12 トラブルシューティング１ 
トラブルシューティングの基本知識について理解す

る 
0.5 1.0 

13 トラブルシューティング２ エンジン作動の 3 要素を理解する 0.5 1.0 

14 トラブルシューティング３ ダイアグノーシスの操作方法を習得する 0.5 1.0 

15 全体のまとめ モーターサイクルの快適性、安全性を理解する 0.5 1.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・講義中の質疑応答、受講態度を総合的に評価する。 

 

【教科書・配付資料】 

・モーターサイクルのメンテナンスノート、プリントを配付。 

 

【参考書】 

・モーターサイクルのサービスマニュアル 

 

【オフィスアワー】 

・火～金曜日 放課後及び担当授業時間以外 １号館２階第６研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・モーターサイクルの理解を深めるため、モーターサイクルの雑誌、各メーカーのサービスマニュアルなどを読むこと。 

・講義の際に質疑応答を行う。 
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

ト ラ イ ア ル 入 門 CPSF2-06B-DP2 １ 選択 島田 尚孝*1 

 

【到達目標】 

（１）トライアルのルール、マシンの基本構造を理解する。 

（２）マシン使用前、使用後のメンテナンスの実施。 

（３）実技：走る、止まる、曲がる、上がる、下るの習得。 

 

【学習内容】 

オートバイという乗り物の動きを理解するときに、一般道で走行しているようなスピード域では速すぎるし、また危険も伴います。かとい

って理論上の話ばかりでは、理論で示していることが実際はどのようなことなのかわかりにくい。 

本科目はトライアルというスポーツを通じて、オートバイの理論、動きを解説し、オートバイという乗り物の理解を深めてもらうものです。 

トライアルとは決められた採点区間「セクション」を、足をつかずに通過することを目的とし、足つきの数が一番少ないライダーから順位

がつくというモータースポーツです。 

オートバイのすべてのカテゴリーの基本となるもので、どんなオートバイに乗るときでも役に立ちます。 

トライアル入門では、トライアル競技の概要、トライアルマシンの構造、調整、マシンの挙動、トライアルテクニック等を講義、実技、練

習を交え習得することを目指します。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 
総合講義（トライアルのルール、マナー説

明、マシンチェック、準備方法等） 

マシンのメンテナンスを入念に行うこと。 
0.0 1.0 

２ 実技（走る、止まる、曲がる） スロットル、クラッチ、ブレーキの操作を確実に 0.0 1.0 

３ 実技（走る、止まる、曲がる） スロットル、クラッチ、ブレーキの操作を確実に 0.0 1.0 

４ 実技（走る、止まる、小さく曲がる） ハンドル操作で曲がる 0.0 1.0 

５ 実技（走る、止まる、小さく曲がる） ハンドル操作で曲がる 0.0 1.0 

６ 実技（坂道を登る、下る） 体重移動、姿勢を変化させる 0.0 1.0 

７ 実技（坂道を登る、下る） 体重移動、姿勢を変化させる 0.0 1.0 

８ 実技（坂道を登る、下る、曲がる） 斜面でのターンを練習 0.0 1.0 

９ 実技（坂道を登る、下る、曲がる） 斜面でのターンを練習 0.0 1.0 

10 実技（凹凸路を走る、止まる、曲がる） 路面状況が変化しても吸収する 0.0 1.0 

11 実技（凹凸路を走る、止まる、曲がる） 路面状況が変化しても吸収する 0.0 1.0 

12 実技（すべての動きの組み合わせ） セクション内をスムーズに移動 0.0 1.0 

13 実技（すべての動きの組み合わせ） セクション内をスムーズに移動 0.0 1.0 

14 実技（総合評価） 足をついても良いので、最後まで走りきる 0.0 1.0 

15 実技（総合評価） 足をついても良いので、最後まで走りきる 0.0 1.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・総合評価時のセクションにおける採点と、受講態度により評価します。 

 

【教科書・配付資料】 

・使用しません。 

 

【参考書】 

・必要に応じ、準備します。 

 

【オフィスアワー】 

・水曜日 16:15～17:00 １号館 2 階第１０研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・ヘルメット、ブーツ、長袖、長ズボン、手袋、工具を、原則として各自にて用意する。無理な場合は開講時に相談。 

・その都度質疑応答を行います。 
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

ト ラ イ ア ル 入 門 CPSF2-06B-DP2 １ 選択 島田 尚孝*1 

 

【到達目標】 

（１）トライアルのルール、マシンの基本構造を理解する。 

（２）マシン使用前、使用後のメンテナンスの実施。 

（３）実技：走る、止まる、曲がる、上がる、下るの習得。 

 

【学習内容】 

オートバイという乗り物の動きを理解するときに、一般道で走行しているようなスピード域では速すぎるし、また危険も伴います。かとい

って理論上の話ばかりでは、理論で示していることが実際はどのようなことなのかわかりにくい。 

本科目はトライアルというスポーツを通じて、オートバイの理論、動きを解説し、オートバイという乗り物の理解を深めてもらうものです。 

トライアルとは決められた採点区間「セクション」を、足をつかずに通過することを目的とし、足つきの数が一番少ないライダーから順位

がつくというモータースポーツです。 

オートバイのすべてのカテゴリーの基本となるもので、どんなオートバイに乗るときでも役に立ちます。 

トライアル入門では、トライアル競技の概要、トライアルマシンの構造、調整、マシンの挙動、トライアルテクニック等を講義、実技、練

習を交え習得することを目指します。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 
総合講義（トライアルのルール、マナー説

明、マシンチェック、準備方法等） 

マシンのメンテナンスを入念に行うこと。 
0.0 1.0 

２ 実技（走る、止まる、曲がる） スロットル、クラッチ、ブレーキの操作を確実に 0.0 1.0 

３ 実技（走る、止まる、曲がる） スロットル、クラッチ、ブレーキの操作を確実に 0.0 1.0 

４ 実技（走る、止まる、小さく曲がる） ハンドル操作で曲がる 0.0 1.0 

５ 実技（走る、止まる、小さく曲がる） ハンドル操作で曲がる 0.0 1.0 

６ 実技（坂道を登る、下る） 体重移動、姿勢を変化させる 0.0 1.0 

７ 実技（坂道を登る、下る） 体重移動、姿勢を変化させる 0.0 1.0 

８ 実技（坂道を登る、下る、曲がる） 斜面でのターンを練習 0.0 1.0 

９ 実技（坂道を登る、下る、曲がる） 斜面でのターンを練習 0.0 1.0 

10 実技（凹凸路を走る、止まる、曲がる） 路面状況が変化しても吸収する 0.0 1.0 

11 実技（凹凸路を走る、止まる、曲がる） 路面状況が変化しても吸収する 0.0 1.0 

12 実技（すべての動きの組み合わせ） セクション内をスムーズに移動 0.0 1.0 

13 実技（すべての動きの組み合わせ） セクション内をスムーズに移動 0.0 1.0 

14 実技（総合評価） 足をついても良いので、最後まで走りきる 0.0 1.0 

15 実技（総合評価） 足をついても良いので、最後まで走りきる 0.0 1.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・総合評価時のセクションにおける採点と、受講態度により評価します。 

 

【教科書・配付資料】 

・使用しません。 

 

【参考書】 

・必要に応じ、準備します。 

 

【オフィスアワー】 

・水曜日 16:15～17:00 １号館 2 階第１０研究室 

 

【その他（履修の要件など）】 

・ヘルメット、ブーツ、長袖、長ズボン、手袋、工具を、原則として各自にて用意する。無理な場合は開講時に相談。 

・その都度質疑応答を行います。 

  

− 94 −

2 年 次

科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

輸入車のメンテナンス CYSP0-07-DP2 １ 選択 野尻 賢一*1 

 

【到達目標】 

（１）国産車と輸入車の違いを理解できる。 

（２）輸入車の各メーカーの違いを理解できる。 

（３）輸入車整備の要領を理解できる。 

 

【学習内容】 

現代の車社会は、国境がなくなってきており、生産される車両の半分以上は輸出され、または、輸入されているのが現状である。

このうち、輸入される車には、大型で高級な車から、小型で低価格な車まで幅広くなってきている。それに伴い、本学では輸入車の

ディーラーに就職を希望する学生が多く見られるようになり、すでに、多数の卒業生が全国で活躍している。 

本特論では、まず、輸入車と国産車とを比較し違いを理解する。輸入車では使われているボルト、ナットなどのサイズも国産車と

は違う場合も多くあるため、そのような、小さい違いもメンテナンス作業の中で確認してもらいたい。 

また、輸入車は特殊な整備技術が要求される場合もある。これらも、各メーカー別に手順を覚える必要もあるため、この特論では、

実際に各種輸入車のエンジン整備やブレーキ整備を行い、輸入車の整備の要領を経験する。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ ガイダンス（授業説明、車両説明）  0.0 0.0 

２ 国産車と輸入車の違い 国産車と輸入車の違いを確認する。 1.0 1.0 

３ 輸入車別整備概要説明 各メーカーのサービス・マニュアルを確認する。 0.0 1.0 

４ 輸入車別エンジン整備説明 
各車両のエンジン・メンテナンスの方法を確認す

る。 
0.0 1.0 

５ 輸入車別エンジン整備作業 
各メーカーのサービス・マニュアルにて作業手順

を確認する。 
0.0 1.0 

６ 
輸入車別エンジン電子制御装置整備作

業 

各メーカーのサービス・マニュアルにて電子制御

装置の取り付け場所、作業手順を確認する。 
0.0 1.0 

７ 輸入車別シャシ整備説明 
各メーカーのサービス・マニュアルにてシャシ整

備の手順を確認する。 
0.0 1.0 

８ 輸入車別動力伝達装置整備作業 
各車両の動力伝達装置のメンテナンス作業の手

順を確認する。 
0.0 1.0 

９ 
輸入車別アクスル及びサスペンション

整備作業 

各車両のアクスル及びサスペンションの構造、及

びメンテナンス作業の手順を確認する。 
0.0 1.0 

10 輸入車別ブレーキ整備説明 
各車両のブレーキの種類及び整備手順を確認す

る。 
0.0 1.0 

11 輸入車別フロントブレーキ整備作業 
各メーカーのサービス・マニュアルにて各車両の

フロントブレーキの整備手順を確認する。 
0.0 1.0 

12 輸入車別リヤブレーキ整備作業 
各メーカーのサービス・マニュアルにて各車両の

リヤブレーキの整備手順を確認する。 
0.0 1.0 

13 輸入車別総合点検整備説明 
点検整備記録簿にて定期点検の整備項目及び、保

安基準を確認する。 
0.0 1.0 

14 輸入車別総合点検整備作業 
二級自動車シャシ pp.227-235 

定期点検の整備手順を確認する。 
0.0 1.0 

15 輸入車別外部診断機の活用方法 

二級自動車シャシ pp.237-241 

外部診断機の使用方法及び、故障診断方法を確認

する。 

0.0 1.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・受講態度、レポート課題内容で総合的に判断する。 

 

【教科書・配付資料】 

・二級自動車シャシ 日本自動車整備振興会連合会 

・プリントを配付する。 

 

【参考書】 

・各メーカーのサービス・マニュアル 

 

【オフィスアワー】 

・火～金曜日 16:15～17:00 実習センター２階ラボ 

 

【その他（履修の要件など）】 

・自分の好きな輸入車のことを調べておく。 

・レポート課題は確認後、授業中に返却する。  
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

特 殊 車 輛 CYSP0-08-DP2 １ 選択 大坪 嵩彬*2 

 

【到達目標】 

（１）特殊車輛（建設機械）の役割とエンジンの構造及び排気ガスについて理解できる。 

（２）特殊車輛（建設機械）の環境保護対策について理解できる。 

（３）特殊車輛（建設機械）のリサイクル、循環法について理解できる。 

 

【学習内容】 

建設機械は道路・港湾・鉄道などの交通網、ダム、砂防などの治山治水・水資源開発・農地開発・造成工事などの社会資本の整備

に貢献してきた。また、災害復興事業では、不可欠のものである。そして現場の状況や安全作業のためのメカニズムを人間にやさし

く、操作性に優れ、地球環境に対応した機械の開発が進んでいる。これらの機械のメンテナンスを理解し、整備技術の習得を目指し

てもらいたい。主な教材として、油圧ショベル、ホイールローダー、クレーン車輛、高所作業車、除雪車等を使用する。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 建設機械概要 製造、販売会社名、種類、型式を確認する 0.0 1.0 

２ 油圧ショベルの構造・機能 
油圧ショベルの油圧システムと操作レバーの機

能を確認する 
0.0 1.0 

３ 油圧ショベルの整備 
油圧ショベルのオイル交換要領とグリス給油を

確認する 
0.0 1.0 

４ 油圧ショベルの故障と原因 
油圧ショベルの油圧シリンダー脱着作業とオイ

ルシール交換作業を確認する 
0.0 1.0 

５ 油圧ショベルの特定自主検査 
油圧ショベルの特定自主検査項目を確認し必要

性を考察する 
0.5 0.0 

６ ホイールローダーの構造・機能 
ホイールローダーの油圧システムと操作レバー

の機能を確認する 
0.0 1.0 

７ ホイールローダーの整備 
ホイールローダーのオイル交換要領とグリス給

油を確認する 
0.0 1.0 

８ ホイールローダーの故障と原因 
ホイールローダーの油圧シリンダー脱着作業と

オイルシール交換作業を確認する 
0.0 1.0 

９ ホイールローダーの特定自主検査 
ホイールローダーの特定自主検査項目を確認し

必要性を考察する 
0.5 0.0 

10 油圧制御装置の構造・機能 
操作レバー、油圧配管、油圧シリンダーの構造を

確認する 
0.0 1.0 

11 油圧制御装置の整備 油圧オイルシールの機能と分解整備を確認する 0.0 1.0 

12 その他の特殊機械整備 高所作業車、クレーン車の特殊部分の整備 0.0 1.0 

13 リユース・リサイクル部品の知識 リサイクル部品の確認する 0.0 1.0 

14 安全操作の基本 作業現場での安全操作作業を確認する 0.0 1.0 

15 自主点検記録簿について 自主点検記録簿の必要性と点検項目を確認する 0.5 0.5 

 

【成績の評価方法・基準】 

・課題に対する取り組み方を基本とした受講態度として総合的に判断する。 

 

【教科書・配付資料】 

・教科書は使用しない。授業の際にプリントを配付する。 

 

【参考書】 

・必要に応じて紹介する。 

 

【オフィスアワー】 

・火曜日 時間帯 16：15～17：00 場所 １号館１階管理課／実習センター２F ラボ 

 

【その他（履修の要件など）】 

・就職の内定先が建設機械等を取り扱う業種の学生を優先する。 

・授業の際に質疑応答を行う。 
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

特 殊 車 輛 CYSP0-08-DP2 １ 選択 大坪 嵩彬*2 

 

【到達目標】 

（１）特殊車輛（建設機械）の役割とエンジンの構造及び排気ガスについて理解できる。 

（２）特殊車輛（建設機械）の環境保護対策について理解できる。 

（３）特殊車輛（建設機械）のリサイクル、循環法について理解できる。 

 

【学習内容】 

建設機械は道路・港湾・鉄道などの交通網、ダム、砂防などの治山治水・水資源開発・農地開発・造成工事などの社会資本の整備

に貢献してきた。また、災害復興事業では、不可欠のものである。そして現場の状況や安全作業のためのメカニズムを人間にやさし

く、操作性に優れ、地球環境に対応した機械の開発が進んでいる。これらの機械のメンテナンスを理解し、整備技術の習得を目指し

てもらいたい。主な教材として、油圧ショベル、ホイールローダー、クレーン車輛、高所作業車、除雪車等を使用する。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 建設機械概要 製造、販売会社名、種類、型式を確認する 0.0 1.0 

２ 油圧ショベルの構造・機能 
油圧ショベルの油圧システムと操作レバーの機

能を確認する 
0.0 1.0 

３ 油圧ショベルの整備 
油圧ショベルのオイル交換要領とグリス給油を

確認する 
0.0 1.0 

４ 油圧ショベルの故障と原因 
油圧ショベルの油圧シリンダー脱着作業とオイ

ルシール交換作業を確認する 
0.0 1.0 

５ 油圧ショベルの特定自主検査 
油圧ショベルの特定自主検査項目を確認し必要

性を考察する 
0.5 0.0 

６ ホイールローダーの構造・機能 
ホイールローダーの油圧システムと操作レバー

の機能を確認する 
0.0 1.0 

７ ホイールローダーの整備 
ホイールローダーのオイル交換要領とグリス給

油を確認する 
0.0 1.0 

８ ホイールローダーの故障と原因 
ホイールローダーの油圧シリンダー脱着作業と

オイルシール交換作業を確認する 
0.0 1.0 

９ ホイールローダーの特定自主検査 
ホイールローダーの特定自主検査項目を確認し

必要性を考察する 
0.5 0.0 

10 油圧制御装置の構造・機能 
操作レバー、油圧配管、油圧シリンダーの構造を

確認する 
0.0 1.0 

11 油圧制御装置の整備 油圧オイルシールの機能と分解整備を確認する 0.0 1.0 

12 その他の特殊機械整備 高所作業車、クレーン車の特殊部分の整備 0.0 1.0 

13 リユース・リサイクル部品の知識 リサイクル部品の確認する 0.0 1.0 

14 安全操作の基本 作業現場での安全操作作業を確認する 0.0 1.0 

15 自主点検記録簿について 自主点検記録簿の必要性と点検項目を確認する 0.5 0.5 

 

【成績の評価方法・基準】 

・課題に対する取り組み方を基本とした受講態度として総合的に判断する。 

 

【教科書・配付資料】 

・教科書は使用しない。授業の際にプリントを配付する。 

 

【参考書】 

・必要に応じて紹介する。 

 

【オフィスアワー】 

・火曜日 時間帯 16：15～17：00 場所 １号館１階管理課／実習センター２F ラボ 

 

【その他（履修の要件など）】 

・就職の内定先が建設機械等を取り扱う業種の学生を優先する。 

・授業の際に質疑応答を行う。 
  

− 96 −

2 年 次

科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

水平対向エンジンの整備 CYSP0-09-DP2 １ 選択 山田 茂樹*1 

 
【到達目標】 
（１）ロータリーエンジンの構造を理解できる。 
（２）水平対向エンジンの構造を理解できる。 
（３）上記エンジンとレシプロエンジンの違いを理解できる。 
 
【学習内容】 

ロータリーエンジンは、マツダ株式会社が世界で唯一、自動車に搭載し量産に成功したエンジンである。市販のレシプロエンジン
と比較すると、軽量で、同じ排気量でも出力が高く、低振動、低騒音などの長所がある。 

残念ながら２０１２年に生産が終了したが、ロータリーエンジンの研究、開発は続行されており、再び市販車に搭載され販売され
る可能性は十分にあると考えられる。 

また、水平対向エンジンも株式会社 SUBARU（旧富士重工業）が日本で唯一、自動車に搭載しているエンジンである。このエンジ
ンも、低振動で、重心を低くすることができるなどの長所も多い。 

どちらのエンジンも、搭載されている車両が限られていることから整備をする機会が少ないが、本特論にて、これらの特殊なガソ
リンエンジンの構造等を理解してもらいたい。 

 
【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ ガイダンス（授業説明） 
ロータリーエンジンや水平対向エンジンの特徴
を確認する。また、分解、組み立て時に必要な特
殊工具等の使用方法を確認する 

0.0 1.0 

２ 
レシプロエンジンとロータリーエンジ
ンの違い 

ロータリーエンジンの機械的違いや、電子制御系
統の違いを確認する 

0.0 1.0 

３ ロータリーエンジンの分解１ 
ロータリーエンジンをサービス・マニュアルに従
って分解し、手順や構成部品を確認する 

0.0 1.0 

４ ロータリーエンジンの分解２ 
ロータリーエンジンをサービス・マニュアルに従
って分解し、手順や構成部品を確認する 

0.0 1.0 

５ ロータリーエンジンの構造と点検１ 
ロータリーエンジンの構造を確認し、サービス・
マニュアルに従って点検や測定を実施する 0.0 1.0 

６ ロータリーエンジンの構造と点検２ 
ロータリーエンジンの構造を確認し、サービス・
マニュアルに従って点検や測定を実施する 

0.0 1.0 

７ ロータリーエンジンの組み立て１ 
ロータリーエンジンをサービス・マニュアルに従
って組み立て、手順等を確認する 

0.0 1.0 

８ ロータリーエンジンの組み立て２ 
ロータリーエンジンをサービス・マニュアルに従
って組み立て、手順等を確認する 

0.0 1.0 

９ 
レシプロエンジンと水平対向エンジン
の違い 

水平対向エンジンの機械的違いや、電子制御系統
の違いを確認する 

0.0 1.0 

10 水平対向エンジンの分解１ 
水平対向エンジンをサービス・マニュアルに従っ
て分解し、手順や構成部品を確認する 

0.0 1.0 

11 水平対向エンジンの分解２ 
水平対向エンジンをサービス・マニュアルに従っ
て分解し、手順や構成部品を確認する 

0.0 1.0 

12 水平対向エンジンの構造と点検１ 
水平対向エンジンの構造を確認し、サービス・マ
ニュアルに従って点検や測定を実施する 

0.0 1.0 

13 水平対向エンジンの構造と点検２ 
水平対向エンジンの構造を確認し、サービス・マ
ニュアルに従って点検や測定を実施する 

0.0 1.0 

14 水平対向エンジンの組み立て１ 
水平対向エンジンをサービス・マニュアルに従っ
て組み立て、手順等を確認する 

0.0 1.0 

15 水平対向エンジンの組み立て２ 
水平対向エンジンをサービス・マニュアルに従っ
て組み立て、手順等を確認する 

0.0 1.0 

 
【成績の評価方法・基準】 
・レポート課題内容を５０％、受講態度５０％として総合的に評価する。 
 
【教科書・配付資料】 
・教科書は使用しない。講義の際にプリントを配付する。 
 
【参考書】 
・各メーカーのサービス・マニュアル 
 
【オフィスアワー】 
・水曜日 １６：１５～１７：００ １号館２階第８研究室 
※会議や出張などで不在の場合もあり得る。 

 
【その他（履修の要件など）】 
・ロータリーエンジンや水平対向エンジンに興味をもち、意欲的に知識を習得しておくこと。 
・レポート課題は、授業内容をまとめ、作業中気づいたことや、感想等を記入して提出する。 
・レポート課題は確認後、各自に返却します。 
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

電 気 自 動 車 の 整 備 CYSP0-10-DP2 １ 選択 下洞 智志*1 

 
【到達目標】 
（１）電気自動車とハイブリッド車の点検、整備が行えるようになる。 
（２）外部診断機を使用したトラブルシューティングの基本を理解する。 
（３）電気に対する苦手意識を克服する。 
 
【学習内容】 

自動車が排出する二酸化炭素は地球温暖化の原因に、窒素酸化物は大気汚染の原因とされています。こういった環境問題から最近
は低燃費、低排出ガスが可能なハイブリッド車、または走行中に排出ガスを排出しない電気自動車は非常に注目され各自動車メーカ
ーからさまざまな車種が販売されています。 

そこで本講義ではトヨタプリウスＰＨＶ、日産ＬＥＡＦ（リーフ）を実習車として使用しハイブリッド車、電気自動車の構造、定
期点検、車検整備などの方法を学んでもらいます。また最近は、ハイブリッド車や電気自動車を問わず一般整備などにおいても外部
診断機を使用する頻度が多いです。よって外部診断機を使用し車両の故障診断を行い外部診断機の使用方法や、外部診断機を使った
トラブルシューティングの基本も学んでもらいます。 

将来、整備士として業務に就いたときは必ずハイブリッド車、電気自動車の整備をするときがくるはずです。よって、ハイブリッ
ド車や電気自動車の点検方法とガソリンエンジン自動車の点検方法の違い、点検整備を行う場合の注意点なども覚え、安全に点検整
備を行う技術を身に付け、よりハイブリッド車、電気自動車について理解を深めていきます。 

 
【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ ガイダンス 
ハイブリッド車、電気自動車が普及した理由を考
える。 

1.0 0.0 

２ ハイブリッド車、電気自動車の基礎知識 
各メーカーが販売しているハイブリッド車をピ
ックアップし、ハイブリッド・システムの種類、
及び電気自動車の構造を確認する。 

0.0 1.0 

３ 
ハイブリッド車、電気自動車の点検整備
時の注意事項 

絶縁工具、絶縁手袋を使用する等、点検整備時に
感電事故を防ぐための手段について確認する。 

0.0 1.0 

４ ハイブリッド車の点検整備１ 
ハイブリッド車の日常点検の点検項目、点検方法
及び点検記録簿の記入方法について確認する。 

0.0 1.0 

５ ハイブリッド車の点検整備２ 
ハイブリッド車の１２ヶ月定期点検の点検項目、
点検方法について確認する。 

0.0 1.0 

６ ハイブリッド車の点検整備３ 
ハイブリッド車の車検整備の点検項目、点検方法
について確認する。 

0.0 1.0 

７ 電気自動車の点検整備１ 
電気自動車の日常点検の点検項目、点検方法につ
いて確認する。 

0.0 1.0 

８ 電気自動車の点検整備２ 
電気自動車の１２ヶ月定期点検の点検項目、点検
方法について確認する。 

0.0 1.0 

９ 電気自動車の点検整備３ 
電気自動車の車検整備の点検項目、点検方法につ
いて確認する。 

0.0 1.0 

10 故障診断の進め方 
故障が発生した車両の故障現象、ユーザーへの問
診、故障箇所の推測方法の確認をする。 

0.0 1.0 

11 外部診断機の活用方法 
外部診断器の取り扱い方（ダイアグノーシス・コ
ード、フリーズ・フレーム・データ、データ・モ
ニタの表示、アクティブ・テスト）を確認する。 

0.0 1.0 

12 電気配線図の見方 
システム別配線図、配線艤装図の見方を確認す
る。 

0.0 1.0 

13 
サーキット・テスタによる電圧の測定と
抵抗の測定 

電気配線の電圧測定時の注意事項、抵抗測定時の
注意事項、及び測定値より電気配線の断線、短絡
の判断方法を確認する。 

0.0 1.0 

14 外部診断機を使用した故障診断 
出力されているダイアグノーシス・コードから故
障箇所を確定するまでの手順を確認する。 

0.0 1.0 

15 
外部診断機のアクティブ・テスト、作業
サポート機能の使用 

外部診断器のアクティブ・テスト機能の使い方、
作業サポート機能でできる作業内容を確認する。 

0.0 1.0 

【成績の評価方法・基準】 
・受講態度はもちろん、課題の提出、レポートの内容など総合して評価します。 
 
【教科書・配付資料】 
・配付資料を使用。 
 
【参考書】 
・自動車メーカー発行の車種別整備要領書、電気配線図 
 
【オフィスアワー】 
・水曜日～金曜日 １６：１５～１７：００ テクニカルセンター２階研究室 
 
【その他（履修の要件など）】 
・作業指示を守り、指示されていない作業は勝手に行わないこと。高電圧の点検を行うため特に安全に気をつけ作業すること。 
・課題、レポートは必ず期限内に提出すること。 
・課題、レポートは確認後、授業中に返却します。  
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

電 気 自 動 車 の 整 備 CYSP0-10-DP2 １ 選択 下洞 智志*1 

 
【到達目標】 
（１）電気自動車とハイブリッド車の点検、整備が行えるようになる。 
（２）外部診断機を使用したトラブルシューティングの基本を理解する。 
（３）電気に対する苦手意識を克服する。 
 
【学習内容】 

自動車が排出する二酸化炭素は地球温暖化の原因に、窒素酸化物は大気汚染の原因とされています。こういった環境問題から最近
は低燃費、低排出ガスが可能なハイブリッド車、または走行中に排出ガスを排出しない電気自動車は非常に注目され各自動車メーカ
ーからさまざまな車種が販売されています。 
そこで本講義ではトヨタプリウスＰＨＶ、日産ＬＥＡＦ（リーフ）を実習車として使用しハイブリッド車、電気自動車の構造、定

期点検、車検整備などの方法を学んでもらいます。また最近は、ハイブリッド車や電気自動車を問わず一般整備などにおいても外部
診断機を使用する頻度が多いです。よって外部診断機を使用し車両の故障診断を行い外部診断機の使用方法や、外部診断機を使った
トラブルシューティングの基本も学んでもらいます。 
将来、整備士として業務に就いたときは必ずハイブリッド車、電気自動車の整備をするときがくるはずです。よって、ハイブリッ

ド車や電気自動車の点検方法とガソリンエンジン自動車の点検方法の違い、点検整備を行う場合の注意点なども覚え、安全に点検整
備を行う技術を身に付け、よりハイブリッド車、電気自動車について理解を深めていきます。 

 
【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ ガイダンス 
ハイブリッド車、電気自動車が普及した理由を考
える。 

1.0 0.0 

２ ハイブリッド車、電気自動車の基礎知識 
各メーカーが販売しているハイブリッド車をピ
ックアップし、ハイブリッド・システムの種類、
及び電気自動車の構造を確認する。 

0.0 1.0 

３ 
ハイブリッド車、電気自動車の点検整備
時の注意事項 

絶縁工具、絶縁手袋を使用する等、点検整備時に
感電事故を防ぐための手段について確認する。 

0.0 1.0 

４ ハイブリッド車の点検整備１ 
ハイブリッド車の日常点検の点検項目、点検方法
及び点検記録簿の記入方法について確認する。 

0.0 1.0 

５ ハイブリッド車の点検整備２ 
ハイブリッド車の１２ヶ月定期点検の点検項目、
点検方法について確認する。 

0.0 1.0 

６ ハイブリッド車の点検整備３ 
ハイブリッド車の車検整備の点検項目、点検方法
について確認する。 

0.0 1.0 

７ 電気自動車の点検整備１ 
電気自動車の日常点検の点検項目、点検方法につ
いて確認する。 

0.0 1.0 

８ 電気自動車の点検整備２ 
電気自動車の１２ヶ月定期点検の点検項目、点検
方法について確認する。 

0.0 1.0 

９ 電気自動車の点検整備３ 
電気自動車の車検整備の点検項目、点検方法につ
いて確認する。 

0.0 1.0 

10 故障診断の進め方 
故障が発生した車両の故障現象、ユーザーへの問
診、故障箇所の推測方法の確認をする。 

0.0 1.0 

11 外部診断機の活用方法 
外部診断器の取り扱い方（ダイアグノーシス・コ
ード、フリーズ・フレーム・データ、データ・モ
ニタの表示、アクティブ・テスト）を確認する。 

0.0 1.0 

12 電気配線図の見方 
システム別配線図、配線艤装図の見方を確認す
る。 

0.0 1.0 

13 
サーキット・テスタによる電圧の測定と
抵抗の測定 

電気配線の電圧測定時の注意事項、抵抗測定時の
注意事項、及び測定値より電気配線の断線、短絡
の判断方法を確認する。 

0.0 1.0 

14 外部診断機を使用した故障診断 
出力されているダイアグノーシス・コードから故
障箇所を確定するまでの手順を確認する。 

0.0 1.0 

15 
外部診断機のアクティブ・テスト、作業
サポート機能の使用 

外部診断器のアクティブ・テスト機能の使い方、
作業サポート機能でできる作業内容を確認する。 

0.0 1.0 

【成績の評価方法・基準】 
・受講態度はもちろん、課題の提出、レポートの内容など総合して評価します。 
 
【教科書・配付資料】 
・配付資料を使用。 
 
【参考書】 
・自動車メーカー発行の車種別整備要領書、電気配線図 
 
【オフィスアワー】 
・水曜日～金曜日 １６：１５～１７：００ テクニカルセンター２階研究室 
 
【その他（履修の要件など）】 
・作業指示を守り、指示されていない作業は勝手に行わないこと。高電圧の点検を行うため特に安全に気をつけ作業すること。 
・課題、レポートは必ず期限内に提出すること。 
・課題、レポートは確認後、授業中に返却します。  

− 98 −

2 年 次

科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

ボ デ ィ ー ・ リ ペ ア CYSG2-11-DP2 1 選択 菅沼 義一*1 

 

【到達目標】 

（１）凹んだ部分にパテをきれいに盛ることができることを目指す。 

（２）ソリッド・カラーのブロック塗装が新車時塗膜のようにできる。 

（３）メタリック・カラーのブロック塗装が新車時塗膜のようにできる。 

 

【学習内容】 

自動車の補修塗装は、新車塗装の高外観化によって、ますます習熟度と高技能が求められている。しかし、習熟するためには、長

年の経験と勘が必要である。例えば、外板に傷、凹みをつけた場合に、ベテランと新人を比較すると、同じ補習塗装をする場合にお

いても新人は倍以上時間を費やす。さらに、下地処理工程、塗装作業、塗装時のセッティング、外的要因等様々な、原因によって塗

装トラブルが発生することがある。 

そこで、本特論では、基本的な作業工程に基づいて各種サンダを使用しパネル、車両の下地処理を行い、また、配合表を見て計量

調色を行い、中塗り・上塗り塗料作る。計量した塗料は、塗装時のブツ、ゴミの不具合防止のため塗装・乾燥兼用のブースを使用し

て塗装する。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 鈑金工具の種類と取扱い方法 鈑金工具の種類と取扱い方法を確認する。 0.0 1.0 

２ 塗料・塗装の基礎知識 塗料と塗装の基礎知識を確認する。 0.0 1.0 

３ 下地処理工程１ パテ付け、パテ研ぎ及び足付け作業を確認する 0.0 1.0 

４ 下地処理工程２ プライマーサフェーサーの塗装作業を確認する。 0.0 1.0 

５ 下地処理工程３ 
プライマーサフェーサーの足つけとラッカパテ

盛り作業を確認する 
0.0 1.0 

６ エア・スプレーガンの種類と塗装要領 

エア・スプレーガンの種類、塗料の吐出量、エア

圧、パターンの大きさ及び塗装要領作業を確認す

る。 

0.0 1.0 

７ ソリッド・カラーの調色及び微調色 
計量器を使用してのソリッド・カラーの調色、棒

塗り及び微調色作業を確認する。 
0.0 1.0 

８ ソリッド・カラーのブロック塗装 
ドア・パネルを使用してのソリッド・カラーのブ

ロック塗装を確認する。 
0.0 1.0 

９ メタリック・カラーの調色及び微調色 
計量器を使用してのメタリック・カラーの調色、

棒塗り及び微調色作業を確認する。 
0.0 1.0 

10 メタリック・カラーのブロック塗装 
ドア・パネルを使用してのメタリック・カラーの

ブロック塗装作業を確認する。 
0.0 1.0 

11 パール・カラーの調色及び微調色 
計量器を使用してのパール・カラーの調色、棒塗

り及び微調色作業を確認する。 
0.0 1.0 

12 パール・カラーのブロック塗装 
ドア・パネルを使用してのパール・カラーのブロ

ック塗装作業を確認する。 
0.0 1.0 

13 磨き工程 
フェンダー・パネルを使用しての磨き工程作業を

確認する。 
0.0 1.0 

14 塗装時、塗装後のトラブル処理 
ドア・パネルを使用しての塗装時と塗装後のトラ

ブル処理作業を確認する。 
0.0 1.0 

15 樹脂部品の補修 
パンパ－、プラスチック部品の樹脂部品の補修作

業を確認する。 
0.0 1.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・レポートの内容及び受講態度により評価する。 

 

【教科書・配付資料】 

・使用しない。プリントを配付する。 

 

【参考書】 

・NAX 自動車補習テキスト  日本ペイント 

 

【オフィスアワー】 

・木、金曜日 １６：１５～１７：００ テクニカル・センター２階研究室 

※会議や出張などで不在の場合もあり得る。 

 

【その他（履修の要件など）】 

・配付されたプリントの再配付は原則として行わない。紛失しないように注意すること。 

・レポートは添削して返却する。  
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

運転支援システム概論 CVST0-12-DP2 ２ 選択 坂井 歩*4 

 
【到達目標】 
（１）車両の”走る・曲がる・止まる”に関する電子制御を理解する。 
（２）運転支援システムの個別機能を理解する。 
（３）運転支援システムにおけるセンシング技術（認知・判断）を理解する。 
 
【学習内容】 
自動車が関係する交通事故数の減少や事故による被害を軽減するため、自動運転技術の開発が世界中で精力的に行われている。自動

運転の技術レベルはレベル１からレベル５までの５段階に分類されており、いわゆる完全自動運転はレベル５である。現在は限定的な
状況下での自動運転を実現するレベル３の市販車が極少数存在しているのみであり、その他多くの市販車は“運転支援システム（ＡＤ
ＡＳ）”を搭載するにとどまる。しかしながらこの“運転支援システム”の発展が将来的に“自動運転”をもたらすのであり、現在の自
動車整備士には、運転支援システムに関する基礎的な知識を有することが求められる。 

本講義では、車両の走る・曲がる・止まるを制御する電子技術を初めとし、運転支援システムにおける機能と認知・判断を司るセン
シング技術について学ぶ。 
 
【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 受講ガイダンス及び自動運転のレベル 
教科書 pp.10-21 自動運転技術のレベルと定義
及びＡＤＡＳ（先進運転支援システム）を確認す
る 

1.5 2.5 

２ 自動運転システムの概要 
教科書 pp.22-30 自動運転システムの概要を確
認する 

1.5 2.5 

３ “走る・曲がる・止まる”を制御するⅠ 
教科書 pp.32-45 古典制御技術と現代制御技術
を確認する 

1.0 3.0 

４ “走る・曲がる・止まる”を制御するⅡ 
教科書 pp.46-53 パワートレインとブレーキに
関する制御技術を確認する 

1.0 3.0 

５ “走る・曲がる・止まる”を制御するⅢ 
教科書 pp.54-62 ステアリングと車両安定化に
関する制御技術を確認する 

1.0 3.0 

６ 実装されているＡＤＡＳ機能 
配付資料 市販車に実装（実用化）されているＡ
ＤＡＳの機能を確認する 

0.0 4.0 

７ ＡＤＡＳに必要なセンサⅠ 
教科書 pp.64-71 超音波ソナーとレーダーの概
要を確認する 

1.0 3.0 

８ ＡＤＡＳに必要なセンサⅡ 
教科書 pp.72-87 カメラを利用した画像認識及
び距離推定の概要を確認する 

1.0 3.0 

９ ＡＤＡＳに必要なセンサⅢ 
教科書 pp.88-100 ＬｉＤＡＲ（ライダー）と画
像処理技術の概要を確認する 

1.0 3.0 

10 航法に関する認知・判断Ⅰ 
教科書 pp.102-105 ＧＰＳ航法とオドメトリ航
法の概要を確認する 

1.0 3.0 

11 航法に関する認知・判断Ⅱ 
教科書 pp.106-117 ジャイロセンサ・複合航法・
マップマッチングの概要を確認する 

1.0 3.0 

12 航法に関する認知・判断Ⅲ 
教科書 pp.118-126 最短経路探索技術の概要を
確認する 

1.0 3.0 

13 ＨＭＩ技術Ⅰ 
教科書 pp.128-133 ドライバーの状態監視技術
の概要を確認する 

1.0 3.0 

14 ＨＭＩ技術Ⅱ 
教科書 pp.134-142 車両と外部とのインターフ
ェースシステムの概要を確認する 

1.0 3.0 

15 自動運転技術の現状とこれから 
教科書 pp.144-156 自動運転技術の現状と将来
を確認する 

1.0 3.0 

 
【成績の評価方法・基準】 
・定期試験成績を評価の基準とするが、受講姿勢を含めた総合的な判断を行う。ここでいう受講姿勢とは、聴講に集中していたか・板
書を正しく行っていたか・頭髪服装は本学学生にふさわしいものであったかである。 

 
【教科書・配付資料】 
・トコトンやさしい自動運転の本 クライソン･トロンナムチャイ 日刊工業新聞社 
・配付資料 
 
【参考書】 
・メカトロ基礎講座１プログラム学習による電気・電子 職業能力開発教材委員会 廣済堂出版 
 
【オフィスアワー】 
・火曜日 １６：１０～１７：００ 自動車工学研究センター３階 電子工学研究室 
ただし会議や出張により不在の場合もあり得る 

 
【その他（履修の要件など）】 
・自然の摂理への理解は、電気電子の習得に大いに役立つ。努力して自然科学系の本を読むこと。 
・ウェブ視聴による解説項目も多いので、重要なポイントは都度メモを取ること。  
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2 年 次



科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

運転支援システム概論 CVST0-12-DP2 ２ 選択 坂井 歩*4 

 
【到達目標】 
（１）車両の”走る・曲がる・止まる”に関する電子制御を理解する。 
（２）運転支援システムの個別機能を理解する。 
（３）運転支援システムにおけるセンシング技術（認知・判断）を理解する。 
 
【学習内容】 
自動車が関係する交通事故数の減少や事故による被害を軽減するため、自動運転技術の開発が世界中で精力的に行われている。自動

運転の技術レベルはレベル１からレベル５までの５段階に分類されており、いわゆる完全自動運転はレベル５である。現在は限定的な
状況下での自動運転を実現するレベル３の市販車が極少数存在しているのみであり、その他多くの市販車は“運転支援システム（ＡＤ
ＡＳ）”を搭載するにとどまる。しかしながらこの“運転支援システム”の発展が将来的に“自動運転”をもたらすのであり、現在の自
動車整備士には、運転支援システムに関する基礎的な知識を有することが求められる。 
本講義では、車両の走る・曲がる・止まるを制御する電子技術を初めとし、運転支援システムにおける機能と認知・判断を司るセン

シング技術について学ぶ。 
 
【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
準備学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ 受講ガイダンス及び自動運転のレベル 
教科書 pp.10-21 自動運転技術のレベルと定義
及びＡＤＡＳ（先進運転支援システム）を確認す
る 

1.5 2.5 

２ 自動運転システムの概要 
教科書 pp.22-30 自動運転システムの概要を確
認する 

1.5 2.5 

３ “走る・曲がる・止まる”を制御するⅠ 
教科書 pp.32-45 古典制御技術と現代制御技術
を確認する 

1.0 3.0 

４ “走る・曲がる・止まる”を制御するⅡ 
教科書 pp.46-53 パワートレインとブレーキに
関する制御技術を確認する 

1.0 3.0 

５ “走る・曲がる・止まる”を制御するⅢ 
教科書 pp.54-62 ステアリングと車両安定化に
関する制御技術を確認する 

1.0 3.0 

６ 実装されているＡＤＡＳ機能 
配付資料 市販車に実装（実用化）されているＡ
ＤＡＳの機能を確認する 

0.0 4.0 

７ ＡＤＡＳに必要なセンサⅠ 
教科書 pp.64-71 超音波ソナーとレーダーの概
要を確認する 

1.0 3.0 

８ ＡＤＡＳに必要なセンサⅡ 
教科書 pp.72-87 カメラを利用した画像認識及
び距離推定の概要を確認する 

1.0 3.0 

９ ＡＤＡＳに必要なセンサⅢ 
教科書 pp.88-100 ＬｉＤＡＲ（ライダー）と画
像処理技術の概要を確認する 

1.0 3.0 

10 航法に関する認知・判断Ⅰ 
教科書 pp.102-105 ＧＰＳ航法とオドメトリ航
法の概要を確認する 

1.0 3.0 

11 航法に関する認知・判断Ⅱ 
教科書 pp.106-117 ジャイロセンサ・複合航法・
マップマッチングの概要を確認する 

1.0 3.0 

12 航法に関する認知・判断Ⅲ 
教科書 pp.118-126 最短経路探索技術の概要を
確認する 

1.0 3.0 

13 ＨＭＩ技術Ⅰ 
教科書 pp.128-133 ドライバーの状態監視技術
の概要を確認する 

1.0 3.0 

14 ＨＭＩ技術Ⅱ 
教科書 pp.134-142 車両と外部とのインターフ
ェースシステムの概要を確認する 

1.0 3.0 

15 自動運転技術の現状とこれから 
教科書 pp.144-156 自動運転技術の現状と将来
を確認する 

1.0 3.0 

 
【成績の評価方法・基準】 
・定期試験成績を評価の基準とするが、受講姿勢を含めた総合的な判断を行う。ここでいう受講姿勢とは、聴講に集中していたか・板
書を正しく行っていたか・頭髪服装は本学学生にふさわしいものであったかである。 

 
【教科書・配付資料】 
・トコトンやさしい自動運転の本 クライソン･トロンナムチャイ 日刊工業新聞社 
・配付資料 
 
【参考書】 
・メカトロ基礎講座１プログラム学習による電気・電子 職業能力開発教材委員会 廣済堂出版 
 
【オフィスアワー】 
・火曜日 １６：１０～１７：００ 自動車工学研究センター３階 電子工学研究室 
ただし会議や出張により不在の場合もあり得る 

 
【その他（履修の要件など）】 
・自然の摂理への理解は、電気電子の習得に大いに役立つ。努力して自然科学系の本を読むこと。 
・ウェブ視聴による解説項目も多いので、重要なポイントは都度メモを取ること。  
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2 年 次

科
 か

目
もく

名
めい

 科目
か も く

番号
ばんごう

 単位
た ん い

 必修
ひっしゅう

・選択
せんたく

 担当
たんとう

教員
きょういん

 

自動車
じどうしゃ

用語
よ う ご

演習
えんしゅう

（日本語
に ほ ん ご

） CBSP0-17-DP2 1 選
せん

択
たく

 
菅沼
すがぬま

、島田
し ま だ

、古川
ふるかわ

、

前田
ま え だ

、野尻
の じ り

 

 

【到達
とうたつ

目標
もくひょう

】       ※この科目は留学生のみ受講できます。 

（１）自動車
じどうしゃ

整備
せ い び

に必要
ひつよう

な語句
ご く

、用語
よ う ご

及
およ

び名称
めいしょう

を読
よ

むことができる。 

（２）自動車
じどうしゃ

整備
せ い び

に必要
ひつよう

な語句
ご く

、用語
よ う ご

及
およ

び名称
めいしょう

を理解
り か い

することができる。 

（３）自動車
じどうしゃ

整備
せ い び

に関
かん

する指示
し じ

及
およ

び作業
さぎょう

内容
ないよう

を理解
り か い

することができる。 

 

【学習
がくしゅう

内容
ないよう

】 

日本語
に ほ ん ご

における漢字
か ん じ

は「表意
ひょうい

文字
も じ

」である。文字
も じ

に意味
い み

はなく音
おと

のみが存在
そんざい

する「表音
ひょうおん

文字
も じ

」とは異なり、表意
ひょうい

文字
も じ

は一
ひと

つ一
ひと

つの文字
も じ

が意味
い み

を持
も

っている。それゆえに日本語
に ほ ん ご

を母国語
ぼ こ く ご

とする者
もの

にとっては、文章
ぶんしょう

などの理解
り か い

が容易
よ う い

になるなどの利点
り て ん

があるが、新
あら

たに日本語
に ほ ん ご

を学
まな

ぼうとする者
もの

にとっては大
おお

きな障害
しょうがい

となる。また、一
ひと

つの文字
も じ

に何
なん

通
とお

りもの読
よ

み方
かた

が存在
そんざい

すること、さらに、専門
せんもん

分野
ぶ ん や

を学習
がくしゅう

す

る際
さい

には専門用語
せんもんようご

の多
おお

くが漢字
か ん じ

で構
こう

成
せい

されていることも、それに拍車
はくしゃ

をかけている。 

この授業
じゅぎょう

では、過去
か こ

に自動車
じどうしゃ

整備
せ い び

に関
かん

する試験
し け ん

に出題
しゅつだい

された問題
もんだい

を使用
し よ う

し、それを読
よ

み、あるいは意味
い み

を理解
り か い

することができるよ

うになることにより、実際
じっさい

の整備
せ い び

作業
さぎょう

及
およ

び資格
し か く

試験
し け ん

などに役
やく

立
だ

つことを目的
もくてき

とする。 

 

【授業
じゅぎょう

計画
けいかく

】 

回数
かいすう

 授
じゅ

 業
ぎょう

 内
ない

 容
よう

 
準備
じゅんび

学習
がくしゅう

（予習
よしゅう

・復習
ふくしゅう

） 

での取
と

り組
く

み事項
じ こ う

 

準備
じゅんび

学習
がくしゅう

時間
じ か ん

 

予習
よしゅう

 復習
ふくしゅう

 

１ 導入
どうにゅう

、一般
いっぱん

工学
こうがく

分野
ぶ ん や

専門用語
せんもんようご

 実力
じつりょく

判定
はんてい

試験
し け ん

問題集
もんだいしゅう

の該当
がいとう

部分
ぶ ぶ ん

の読解
どっかい

 1.0 1.0 

２ 一般
いっぱん

工学
こうがく

分野
ぶ ん や

専門用語
せんもんようご

 実力判定試験問題集の該当部分の読解 1.0 1.0 

３ 一般
いっぱん

工学
こうがく

分野
ぶ ん や

専門用語
せんもんようご

 実力判定試験問題集の該当部分の読解 1.0 1.0 

４ エンジン分野
ぶ ん や

の専門用語
せんもんようご

 実力判定試験問題集の該当部分の読解 1.0 1.0 

５ エンジン分野
ぶ ん や

の専門用語
せんもんようご

 実力判定試験問題集の該当部分の読解 1.0 1.0 

６ エンジン分野
ぶ ん や

の専門用語
せんもんようご

 実力判定試験問題集の該当部分の読解 1.0 1.0 

７ 電気
で ん き

・電子
で ん し

分野
ぶ ん や

の専門用語
せんもんようご

 実力判定試験問題集の該当部分の読解 1.0 1.0 

８ 電気
で ん き

・電子
で ん し

分野
ぶ ん や

の専門用語
せんもんようご

 実力判定試験問題集の該当部分の読解 1.0 1.0 

９ 電気
で ん き

・電子
で ん し

分野
ぶ ん や

の専門用語
せんもんようご

 実力判定試験問題集の該当部分の読解 1.0 1.0 

10 シャシ分野
ぶ ん や

の専門用語
せんもんようご

 実力判定試験問題集の該当部分の読解 1.0 1.0 

11 シャシ分野
ぶ ん や

の専門用語
せんもんようご

 実力判定試験問題集の該当部分の読解 1.0 1.0 

12 シャシ分野
ぶ ん や

の専門用語
せんもんようご

 実力判定試験問題集の該当部分の読解 1.0 1.0 

13 関係
かんけい

法令
ほうれい

分野
ぶ ん や

の専門用語
せんもんようご

 実力判定試験問題集の該当部分の読解 1.0 1.0 

14 関係
かんけい

法令
ほうれい

分野
ぶ ん や

の専門用語
せんもんようご

 実力判定試験問題集の該当部分の読解 1.0 1.0 

15 関係
かんけい

法令
ほうれい

分野
ぶ ん や

の専門用語
せんもんようご

 実力判定試験問題集の該当部分の読解 1.0 1.0 

 

【成績
せいせき

の評価
ひょうか

方法
ほうほう

・基準
きじゅん

】 

・授業
じゅぎょう

に真摯
し ん し

に取
と

り組
く

み、相応
そうおう

の読解力
どっかいりょく

が身
み

についたか否
いな

かを以
も

って判定
はんてい

する。 

（あなたの成績
せいせき

評価
ひょうか

は、あなたがこの授業
じゅぎょう

に真剣
しんけん

に取
と

り組
く

み、ふさわしい読解力
どっかいりょく

を身
み

に付
つ

けたかどうかに基
もと

づいて 行
おこな

われます。） 

 

【教科書
きょうかしょ

・配付
は い ふ

資料
しりょう

】 

・二級
にきゅう

及
およ

び三級
さんきゅう

の日本
に ほ ん

自動車
じどうしゃ

整備
しゃせい

振興会
しんこうかい

連合会
れんごうかい

発行
はっこう

の教科書
きょうかしょ

を使用
し よ う

するが、どの教科書
きょうかしょ

を使
つか

うかは時間
じ か ん

毎
ごと

に授業内
じゅぎょうない

で指示
し じ

する。 

 

【参考書
さんこうしょ

】 

・実力
じつりょく

判定
はんてい

試験
し け ん

問題集
もんだいしゅう

（1年
ねん

時
じ

配付
は い ふ

）。 

 

【オフィスアワー】 

・担当者
たんとうしゃ

により場所
ば し ょ

や時間帯
じかんたい

が異
こと

なるため、他
た

の担当
たんとう

科目
か も く

を参照
さんしょう

してほしい。 

 

【その他
た

（履修
りしゅう

の要件
ようけん

など）】 

・本科目
ほんかもく

は 留
りゅう

学生
がくせい

の日本語
に ほ ん ご

習得
しゅうとく

を目的
もくてき

とするものであるため、原則
げんそく

として留学生
りゅうがくせい

のみ受講
じゅこう

可
か

とする。 
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科 目 名 科目番号 単位 必修・選択 担当教員 

ビジネスデータ分析 DIST2-03-DP4 ２ 選択 長野 達也 

 

【到達目標】 

（１）データ分析の必要性・重要性を理解する。 

（２）データ分析の基本的な考え方を理解する。 

（３）パソコンを使った基本的なデータ分析の手法を理解する。 

 

【学習内容】 

卒業生が「学生時代にもっとやっておけばよかった」こととして異口同音に挙げるのが PC（パソコン）だ。実社会に出て、必要に

迫られないと PC の重要性というのはなかなかピンとこないらしい。 

この講義では、マイクロソフト社の表計算ソフト「MS-Excel」を使って、ビジネスデータの分析手法について学んでいく。内容と

しては、１年次の「ビジネス実務Ⅱ」をステップアップしたものとなっている。「Excel の使い方はもう忘れた！」という諸君も中に

はいるかも知れないが、基本的な使い方については復習の時間もとっているので安心してほしい。 

近年、「ビッグデータ」や「データサイエンス」という言葉を見聞きする機会も少なくない。それらは、AI（人工知能）との関連で

語られることが多く、何となく自分とは無縁などこか「遠い世界」の話だと感じている諸君もいるだろう。だが、自律走行車やコネ

クティッドカー、MaaS（サービスとしてのモビリティ）、さらにはスマートマニュファクチャリングなど自動車業界と AI はいまや無

関係ではあり得ない状況にある。 

百年に一度といわれる自動車業界の大きな変革期に整備士として巣立っていく諸君にとって、将来、職場で管理的な立場になった

ときや、自営の工場を経営する場合などに、データ分析の知識は必須である。勉学に専念できる学生時代に基本的な内容を身に付け

ておくことは、必ずや諸君の役に立つものと確信する。 

 

【授業計画】 

回数 授 業 内 容 
事前学習（予習・復習） 

での取り組み事項 

準備学習時間 

予習 復習 

１ データ分析の基本（１） 
平均（算術平均・加重平均・幾何平均）、中央値、

最大値、最小値、偏差と分散、標準偏差、偏差値 
0.0 4.0 

２ データ分析の基本（２） 

散布図、最小二乗法、回帰線、相関係数、決定係

数、相関関係と因果関係、疑似相関、大数の法則、

平均回帰 

0.0 4.0 

３ 表計算ソフトの復習（１） VLOOKUP 関数ほか使用頻度の高い基本関数 0.0 4.0 

４ 表計算ソフトの復習（２） 

グラフ（棒グラフ、折れ線グラフ、円グラフ、散

布図、レーダーチャートほか）、不適切なグラフ 

（グラフによる印象操作） 

0.0 4.0 

５ 表計算ソフトの便利な機能（１） ピボットテーブル（１）基本 0.0 4.0 

６ 表計算ソフトの便利な機能（２） ピボットテーブル（２）応用 0.0 4.0 

７ パレートの法則 パレートの法則（８：２の法則、ABC 分析） 0.0 4.0 

８ Z チャート Z チャートの基本 0.0 4.0 

９ 在庫管理 発注点管理、定量発注と定期発注、経済発注量 0.0 4.0 

10 CVP 分析（損益分岐点分析） 固定費、変動費、限界利益、損益分岐点 0.0 4.0 

11 線形計画法（１） 
最適セールスミックス（制約条件が１種類の場

合） 
0.0 4.0 

12 線形計画法（２） 最適セールスミックス（制約条件が複数の場合） 0.0 4.0 

13 短期的（業務的）意思決定 機会費用と埋没費用 0.0 4.0 

14 長期的（構造的）意思決定 
設備投資、割引現在価値、自宅に太陽光パネルを

設置すべきか？（シミュレーション分析） 
0.0 4.0 

15 まとめ これまでのまとめ 0.0 4.0 

 

【成績の評価方法・基準】 

・課題の作成状況 60％、受講態度 40％として総合的に評価する。受講態度としてネガティヴな評価につながるのは、遅刻・居眠り・私

語など。 

 

【教科書・配付資料】 

・教科書は使用しない。講義の際にプリントを配付する。 

 

【参考書】 

・必要に応じて紹介する。 

 

【オフィスアワー】 

・水曜日 16:15～17:00 １号館２階第４研究室 

※会議や出張などにより不在の場合があり得る。 

 

【その他（履修の要件など）】 

・講義で学んだことをしっかり復習しておくこと。 

・筆記用具と電卓を持参すること。 

・授業の際に質疑応答の時間を設ける。質問はメールでも受け付ける。 
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